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OB会 会 長 の 挨 拶

13期 大島 良治

OBの皆様、お元気でお過ごしでしょう力、

最近の全国的な話題としてオウム真理教の非道

の数々がテレビ等で取りあげられています。こ

の北陸の4嗜購 沢もオウムの舞治として利用

されていた事を皆様も御存じでしょう。御蔭で

あの曖の銀 高速道路のインターでの警戒

は大変なものでした。でも、一件落著した様で

安かしました。

話題を変えまして、本とし7月 1日 を期して

「東海ヮングル会」が結成されるという事で、

金沢より役員 3名が出席を予定しています。

「○○支部と、沢山の支部が結成される前触れ

かもしれない」と先日の役員会で話題になりま

した。

大学を― ると、2通りの社会疇 ま

す。自分の世界を狭くするひと (仕事関係の世

界しか知らない)、 そして広くする人 (仕事関

係以外の世界も大事にする人)です。

後者の人が■人でも多くなる様に、フングル

OB会が力をお貸し出来るとしたら、本当にす

ばらしい事です
`で

も、あまり急がず、着実に

進みたいとも思っています。

本年 9月、倉谷ベルクハイムで、月見の宴を

予定しています。修複なった山小屋で、皆様と

お会い出来ると思うと(本当に待ち逮しいです。

万難を排し、是非参加下さる様、お願い致し

ます。
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倉 谷
‐

月 見 の
宴

通信率は        13唯 毎度のうっかりに加え、年末 。年始にぶつかってい

たこと、年があけてのい 地下鉄サリン、画止めのきかない円高など、もろもろ

のビッグニュースに日本が大揺れしていたことからはヽ こんなものといった数字でした。

中止を考えなくもありませんでしたが、何が起こるかかわからない世の中だから、かえっ

てやれる時にはやっておこうと進行させています。ご通信いただけた方 、々おかげ様で、

篠 櫨 る参執こなりまし■ ゃ
りす|,ございまし

～
1■ 111■ 1

∬ 懲 轟 :靴 野 彗il慧 :L種 鷲 菖 霧 ξ轟 :■
存じます。今回が正式申し込みですので、前回返信された方も、再度ご通信をお願いしま

九

7月末が申し込み締切です。申し込まれた方にのな

をとり行います。

以後の連絡 偶見の身 こ関して)

☆日程 9月
"日

(祝日・土曜日)

犠 11時  -3-C7J書 キヤンパス)

部 、 銀

1時半 :地元03●車に分乗ヽ 出発
4時  倉谷での行事開始

9月 24日 (日曜日)

午前Юtt  pllダムにて解散

轟  3000円 当日払い

夕食 。翌朝食代他。 以上の中には現役の食事代を合みます。

酒、おつまみに関してはこ1ふ志を全面的にあてにしております。よろしくお願い

します。

(会費設定|よ 遠路のOBも参加しやすい額に一カ蝋 不足がでた場合は、

OB会行事なので、OB会会計からの補動を考えています。)

☆装備 かつての小屋行きを思い出してご準備下さい。懐中電灯、武器、食器。

(使い捨て食器の用意も考えていますが、ゴミを出さないために:ま 自前がベスト

のようです。)

シュラフについては準備が必要な方時 に明記して下さい。レンタル料実

費負担で、手配の便をとります。 (も ちろん毛布でも動

☆高二郎登山希望について一この際是非ともという方lま返信葉書にてお知らせ下さい。

その場合、朝食を合め、自分で山行の準備を整えられて下さい。会の方では、登

山希望者でテントをまとめたり、帰る時のために同じ車になるように、またその

車をダムの奥の方に駐車させる、また事前に、誰か希望しているの 通ヽ にお知

１

，
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らせする一までの便章をはかります。高二郎のコースについて:よ この会報中の

椿Jllさんの記事中にあります。近年、登山道整備が進んでおらず、また9月下旬

はプッシュが濃くなっている時期ですので、あまりお薦めてきませた   '

☆追悼 昭油応年新 |しそ亡くなった叫 んの追悼も行います。「愁心」碑雛 ・

除幕 (?)します。この補修構想は13期辰野さんが練り、その滋行内容次第で、

当日午前中、あるし`は1週間前に入山も考えています。この事詢準備については

B期 。5期の中 ま`す。

19期高桑さんの迫悼については、同期の栂さんより「我々の期周辺での追悼はや

っていくが、事業してからの個人山行中の運難であり、その点では■線を画して

おいて歓しい」との申し出もあり、一応外します。倉谷への途中、彼の道難碑が

ありますので、お参り下さい。

。その他 かなりの車がダムに停まることになるので、事前に甲 llダム管理事務所に連絡

を入れます。            .   :        ・
‐1・

現設は月見の宴の数日前に入山し、宴終了後、■緒に下山することになってい

.・ | ます:             「

OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB関 係 情 報

(♯は日鴫0確定していないもの

12H24日 会報2号発送 傷田 劇D
12月節日 OB会役爵鋤口罰Ql発送

9ヌ手 an員 7鋼D
l月 17日 未明、阪神

―υ■1日 "期間辺OB、 白馬でワングル会

2月 22日 搬 よリビーコンの要望あり

5期唐田さんより在庫なしの返事

鯛 25日 OB(製馨L会通鰤Юl雅
り24日 ∬期より卒業一言入手

J■7日  OB会慢員会通信N013発送

び

"0日

 O Bl■開鴫与さんより東海ワングル

癬 の機

リヨ9日 兵庫地区OBにお見舞いと原稿依頼

り28日 OB3期高島さんαれな alLで
議 嶽戦嗣遷泰龍 :撮時に路 .

前日顧間に連絡.“期OB石川さん

逮が開盤 栂さんにも酪 。

魏 ι讐 まりt―
OB会役員会通信Ю14発送

高島さ刈関夢にみえる。

―

さん奇跡の観

OB黎 会矧饉伏島 n・E栂
相 ‖ 腱 ●J:l司H御 :D

OB会役員会通信Ю15発送

名簿改訂 。発送ラベノ晰戒 傷轡

払込状況集計、発翼人ラベル作成

帥

―

醐

東海ワングル会開催

印刷 (■川D

車圏■■配 Gり :|)

会督発送 C8Jll 久動

29日

30日

31日

Q月 2日

6月 7日

6月 15日

♯

7月 1日

♯

7月中旬
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この会鋼はヽOЁ役員あ時間をやケくり
'し

て作

成しています。編集できたものから、順次印刷

担当の中川さん、送り出している一といぅた事

情から、項目の配置もパラバラ気嗽 目次は作

れずといった有様です。もう少し飲を出すと、

結果は部誌ベルクハイムの二の舞を踏むことに

なるであろうと、情潮の新しいうちに送付する

ことに意義を認めていますので、読み苦しい点

はご了承下さい。また、写真の方はいずれ鵜周

年にでも、きちんとした製販を経たページにま

とめたいと思らています。とりあえず雰囲気を

楽しまれて下さい。

寿 く会ぎ攀彗。こ― しヽて

後のページのとおり、対象OB(4"名 )の

半数から納入いただきました。また、そのほと

んどが 5年分一括でご協力下さいました。親陸

団体であり、何かやれるかわからない状態でお

願いしている点からはtたぃへんありがたく、

励まされる数字だと思り`ま丸 |■年間の支出が

これまでのようなものとすれtま どうやら4周

年まではもちこたえられそうです力ヽ 余裕をも

ち、かつOB会の基盤を固めていくために、お

忘れの方には、重ねて納入をお願いしたいと存

じます。

今年東海ワングル会が発足しました力ヽ 全国

で活躍するヮンゲルOBがくよりOB会に参加

し易くなる形として、各地区での支部誕生を応

援したいと考えています。活動費を援助し、支

評会の報告をOB会報に載せることで、より親

陸の目的が達成できるのではないでしょう力、

今回のように、役員の出席で金沢の風を感じて

いただけるものなら、交代で参加することも考

えています。

やはり、先立つものはお金。余裕があれ|ま

あれこれアイデアも出てきます力ヽ 金誌まりと

なると、細々延躍 を図るのみとなってしま

います。会質の級 で、′t強い支援をいただけ

ますよう、重ねてお願いします。

轟 催華葬馨善=`DもBヨ
「

ιこ

三pし ■ヽ
=

今回も、切手を貼っていただく形式でお送り

しています。前回の返信率力■3%。 これをOB
会が負担する形で発送していた場合であれ:ム

2万円近いお金が無駄に

'肖

えたことになります。

すぐ、投函できる形であれ:ま 多少の返信率ア

ップが見込めるものの圧倒的に損失の方が大き

いように思われます。 (信用していないといえ

|よ そうなるのですが―b)
今後も、切手を貼って投函のご足労をお願い

したく存じます。 (私共は
=通=通

をお人柄を

偲びながら、拝見させていただいております―.

ご渤 を。)

☆ 返 信 を 私 信 0こ使 う 件 0こ

IPC・ ｀竃
=

わずかです力ヽ せっかくの返信に、私信であ

ると掲載を拒否するものが混じっていました。

この件については、,OB会からの通信物は全

体の親睦を図るために発送されており、 1対 1

の通信のために労力を割いているものではあり

ません。自分で蒻警 貼ったにしても、配慮し

ていただきたいと思います。

知っている方の消息はもちろん楽しいし、年

上のOBに対しては、それなりに学ぶべきもの

があり、年下のOBに対してはそんな頃もあっ

たなと思ったり、世代の違いを感じながらも同

じ金大ヮングルOBの歩みとして、通信はたい

へん楽しいものです。

一つの波紋は..ま た次の波紋として広がり、

交流のきっかけとなっていきます。 1対 1で他

はシャットアゥトの傾向力ヽ 今後広がるようで

あれば因りますので、あえて苦言とします。

OB会の発足にあたり、細かいルールを決め

ている訳
・0まなく、些細なことの中に認議の違

いといったものも生じてきます。通信の扱いに

ついては、上記のようにこ理解いただき、年に

2回の交流の場にご協力下さい。
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― ― ―

:L~― コ ン 及 び ア マ

輿爾時襲 社 団 に 関 し て

2月中鉱 詢 の柴田さんから4警臨

時 の時にはああ言ったのだけど、もし、

もらえるんだ0た らヽ ビニヨン 篠駒澤断講勢

が欲しいと相談し合ったのですか―Ъ」

彼等も正月4日 に宝剣を目指し、別嘲 ロ

にいて雪臓通難を耳にし、びびって引き返して

きたとのこと。「 1台が4方円する輸入商品で、

これまで無してやらできたと言えば言えなくも

ないんですが(■と、とPLと さしあたり5台が

あれば安定ヽできると一」とぃうことでした。

他のOB会役員に知|らせる前にtコージツ高

尾店に動める5期6B吉日さんに問い合わせて

みました すると、

隣 は二切無し。今シーズンはもう間に合わ

共 今注文してもらえれば来シーズンの冬には

間に合わせられます。値]lき については就職1

年目ですし、輸入商品なのでどうにもできませ

ん。」という返事でした。 ‐
     _,:

そこで、この返事を早速柴日さんに伝え、ト

ランシーバーについてはどうならているのかを

聞いてみました。すると  
‐ 1‐  ~

暖賀讐課効 l灘籠卵悪く、顔のJttLる麟

でしか通話できない代物慮ので、今は借りてい

ません。自分と、3同岸の山本と1国産に,人
アマ無線 (つまり、無線免許と無線機)を持っ

ているのヽ てヽ、今回はその3人を3バーティ
ーに分散して対応します。来年は僕ら二人が抜

けることになるんで、:新 3回生に対策を考えて

もらうしかないですね。申し送りはしておきま

す。」との返津てした

ここでアマ無線について簡単に紹介します。′

銀 は4級、その夫2級所有。無線局も

開設しているので、多7J― り。)

法規と無線工学の試験に合格した者は、無線

い 許証嘲 を受吹 さらに申請して、

アマチニア局を開設します。アマチュア局とい

うのがいわゆる1台の無線限に相当し、これに

登録シー蛯 貼ります。こ

用したり、また譲渡することはできません

したがって、もしヮングルの現段に無線機を

寄付したとしても、備品としてい 回ヽすことは

不可能で九

こんな場合のためには日団を開設する方法が

あります。社団が所有する無線濃として登録す

れば、社団のタンパーの中で無線機を使い回す

ことが可能になります。そのためには、目的・

名称・事務所・資産・脚 任免及び社員の資

格強 関する事項を明示した定款を作成し

たり、代表者を選餞して、社団胴の免許を受け

る必要があります。一というと小難しそうです

ヵ、「u」 とにコぃ、らを意味ヒ 鎌 無

線機を共同陵用している場合もこれにあたりま

丸           ‐
・

この「社団」をヮンゲルに適用するとすれば

無線免許を持つ01が理事となり、現設には無

線免許を取ってもらい社員として登録する。こ

の          るようにす凛 無線

機を部が保有し、使い回すことができます。

現役には以上咄   (ビーコンの入孔 疇

間がかかること、無線磯所有には社団を作る方

法があり、もしそれを希望するのであれば協力

すること)を伝え、春山合宿中にでも話し合っ

てみるよう依頼:■方OB会役員にも以上の経

緯を役員会通信NO.12の記事として送り、さ

しあたりの意見としてどう考えるか?要望され

たピーコンについては、機種・台数・保管につ

いてどう考えるか?を問い合わせてみました。
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鵜「ビーコン・アマ無線の件については、社国

のことがよくわからないものの、やはり多目

的に使えるなど、アマ無線の方がいいように

思います。なお、私も免許を取らね0ま―と前

々から思っており、御協力することに異存は

ありません」

榔 II「 ビーコンについて一

。機種は吉田さんに任せればよいのではない力、

・台数は予算との兼ね合いもあります力ヽ 現役

のいう5台程度がよいのではない力、

・OB会保管では現役が借りにくくなってよく

甚
;:][[雪[「

任者を決めて、
瓢

ビーコンと無線機の選択については、まず現

役の意見を聞いたらよいのではないれ 無線

機の発 、 OB会の社団はいろんな面で重荷

にならないれ 」

高木「社団設立が容易にできるのなら舟田さん

の考えた案でいいと思います。ビーコンとの

兼ね合いは、金銭的なものを考慮 t/て台数な

どを決めればよいかと思います。ビーコンは

高価な物だし、現役とのつながりという利点

もあるので、OB会が保有するという形が良

いのではないでしょうか。貸し出し時に、い

ろいろ状況を聞くこともできるし―。ただ現

実的に誰が保管するのか (そ の人の動 さヽ

酉Dこの点がクリアされれば良いのです力ヽ 」

坂尻「登山者わ め暫子方不明、あるいは欝鉢

明などの場合、その所在を発信する電波で知

らせるビーコンは確かに魅力的です力ヽ 雪崩

などに遭遇することなどを除いては、あまり

意味のあるものと思えないし、全員に持たせ

るとしたら、何台になるか?冬・春合宿も少

数のパーティーで動いているなら、まず数台

の購入からとも考えられますが一。

それよりもアマ無線社団局の方がベターか

と思います。無線の方が送れる情報が多 く、

持ち歩く際の負担より楽しみの方が多いよう

に思うし、部員あるいはリーダーの要件とし

て、無線免許取得がぁって良い。そのことで、

遭難対策を現役自身、身近に考えることにも

なるのではない力、

高校の山岳部はず般に顧闘が同行するパー

ティー行動を行うので、大会などでは、各顧

間が保有するアマ無線が通信手段になってい

ました。」

           な

4月 7日柴田さんから電話あり。「今日、新 3

M(3年ミーティング)力溺 催されており、ど

うするのかについては、彼等の報告を待って下

さい。春山は、アマ無線を持つ 1年生が風邪で

不参加となり、自分のと山本のと2台だけで連

絡を行いました。今年から無線保持者がいなく

なる力ヽ どうするかは彼等の決めることで一。

春山は事故がなくてホッとしました。いろいろ

御由夏をおかけしました力ヽ そういうことで、

ありがとうございました。」

そこで、数日後、 こちらから新主将に問い合わ

せてみました。

「ビーコン?ああ、あれはいらんだろうになり

ました。無線 ?あれもいらんだろうになりまし

た。J

といった経過で、役員の意見をまとめる必要も

なくなって、落着 !

しかし、ここで事務局長は考えます。時間空

間とも同じ山行をしていても、連れていっても

らう立場と、連れていく立場では、大違いなの

だと。他人の命を預かる怖さを知らね:ム まだ

一人前じゃないよ―と老勢さはつぶやきます。

無線機が無用の長物ですんだのなら、それはそ

れで、たいへん結構な事なのであり、イコール

無駄とはいえません。

今回の「相談してみるように」と言ったのは、

3年生力ヽ 執行部になりたてホャホヤの時期で

した。もし、彼等力ヽ 雪山を前にして「やはり

-6-
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何らかの無線畿器があらた方が‐」という意見

を持つようなら、また今回のようなことをくり

返してPv・ くべきではない。1年限りの執行部ゆ

えに出てくるマイナス面といえる部分に対して

は、OB会が動言し、より安全な山行に近づけ

るよう、
―

として考えていきたく思って

います。

価 ヽ無 眠 昨患 辱義婦 りの谷合い

で、僻帽:力喘騨獅義話で銀 の雛 AM・してい

る場面に遭通しました。なるほど、これなら免

許もいられ

―

免許もいられ いるの

130お 金だけ一Ъ価格破壊が進んでいけば

熟 携帯電話の方が当たり前の時代になるの

かも一とも思う次第です。)

・ 944■ 号諄
`D鋳

3月末までの返信分を靭 掲載します。期日

が未決定ながら

“

略近い方から、参加のお返事を

いただき、心強く試案にとり組むことができまし

た。

偽れから、阪神線 地下鉄サリン事件など

が起き、影響を受けられた方もおいでます。「月

見の宴」につきましてlよ 今回同封の返信葉書が

正式申し込みとなります。)

(:>‐ 枷

?―できれば参加したい

X―参珈てきそうにない

11鐸ぼ薇田 遁舅   ○

白山日帰りで足償らし、湯保→水晶→笠の3

泊4日、剣追悼山行 値はきながら翼場磨D
で夏はまあまあながら、その他の季節はほぼ全

滅 ― 鋼 撻 硼 り。

"年
は教養・教育学部蘭出こ運動して議会議

と「作文」に追われそうです八 山靴には淋し

い思いをさせたくないと思っています。

電車から見た甲斐駒  21期 竹中 敏

*1期 仙田 厚太郎  0
大変素晴らしいOB― 当に有り難うござ

いました。皆様のご苦労に心から感謝申し上げ

ます。

山は登るものでなくて、眺めるものになって

久しくなりました。気持ちはあるのですが――.

秋の会合楽しみにしたいと思っていま九

会員各位の益々のご活躍を祈念しています。

*3期 田村 昭夫  0
会報2号、一気に読まさせていただきました

大島会長の挨拶、舟田女帝の文ヽ達磨さんの「

夫の翻 etc‐―ワンゲル精神の不滅を垣間見

る思いでした

明 見の宴」には万難を排して参加しま九

*3期  池本 和彦   0?
毎日毎日仕事に追われ(ただただ白山を眺め

ているだけです。体重も増えてしまい山歩きも

出来ないかもしれませんがヽせめてベルクハイ

ム周辺まで一Ъ
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*3期 岩井 修   ○

もう定年になりました。だから好きな事が義

来ます。こ1に行 く事も出来ます。ひたすらに歩

く事の楽しさに又もどりたいと思17bま す。

化石となったヮングルの頃の山靴に油をつけ

ました。

*5期  山田 允     X
会報 2号ありがとうございました。舟田事務

局長のご苦労に感謝します。当方 4月 には転勤

偉 身網 が予想されます。

*5期 亀田 黄    ×

OB会役員の方々にはたいへんお手数をおか

けしています。

*6期 J重 進    ?
わずかの確率で参加できるかもしれません。

御面倒です力ヽ 日程が決定したら知らせて下さ

li期迦 璽 。    |
この夏はЮ年ぶりに自山に登りました。あま

り変わっていないのではっとしました。その(魚

立山 (浄」  、上高地は仲間が穂高に登るのを

横目に、横尾まで、と久々に山に復帰した夏で

した。往きはよいよい 1帰宅後の筋肉痛のひど

さと云ったら一。

*7期 四十万 利之  ×

拝復 寒さ厳しきおりから、皆様にはますま

すご健勝のほどお喜び申し上げます。秋の「月

見の宴」のお誘いですが、夏期の夏休みであれ

ば参加は出来ると考えます力ヽ 秋期は申し訳あ

りませんが可能性は少ないと考えております。

私=人退きます力ヽ 皆さんによろしくお伝え下

さい。

幹事の方にはご迷惑をおかけし、大変申し訳

ないのですがあしからずお許し下さい。

*8期 輌幅 竜裂  X
部室はどこです力、 馬術部の臓 坂の途中で

す力、 金沢へ4ま時折出張しますが、少しずつ変

化し、鍵豪雪時と比し、町全体が明るくなった

ような気もします。しかし他から来た者が、知

ってもらうのに時間が掛かり、その代わり、知

ってもらったらi詢嘲的に良くしてもらった性

時代の雰囲気は、今もそうであってはしいな、

という思いがあります。 国 みにゴ性 愛知県出

身)

会報 2号は、厳しいサラリーマン生活をし∞

年近くなっている者にとって、学生時代の自由

な、itb東なしの時がなつかしく、学生時代は良

力̀っ たなと思わ才しる一時を味わわせてもらいま

した。ありがとうございました。

*馨 壁   ○

H6年 12月 より広島へ単身赴任です。金沢大

学も金沢城内を去り、広島大学も東広島へほぼ

移転完了です。時代の流れでしょう。

それだけに想い出のベルクハイムの修復は感

慨ある事件でした。現役の皆さん、こ電消様で

こ′た。

*8期 穴田 昭一   〇?

懐かしのベルクハイムが「復活」したとなれ

ば、建設時に肉体労働を提供した一ヽ として、

是非参加したい思いはあるのです沢 いつにな

るでしょう力、決まったら連絡下さい。

やまざと2号ありがとう。なつかしく読ませ

てもらっております。

*旦 期 」「JIl_菫    ×

最近山歩きを (Ю年ぶりにて初心者です)始

めました。丹沢系を中心に排掴しています。四

季計々の山を歩くにつけ、学生時代の、その季

節の山々が頭の中を駆けめぐります。体力、技

術力がつけlま 昔訪問した山々、アタックし・た

いと思います。戻T山、白山、立山等なつかし

い山々へ是非機会があれば―。
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*9雪 平村 耕作  ○

OB会役員の皆様、本当にご苦労様です。「

やまざと」楽しく読ませて戴きました。BHに
蹴器年以上行っていません。山小屋建設・整備

のことを楽しく思い出します。秋の「月見の剣

を楽しみにしています。

○
。会報ご送付いただきありがとうございました。

無理をせずのんびりやって下さい。
・兵庫県南部地震。在住あOB諸兄の安否が気

懸りですれ
。倉谷BH行ま
。H5i10から

ています。

*9璽 清水 二  i x
2月中旬に、娘達とガーラ湯沢へ日帰りでス

キーに行ってきました。当日は雪で、山々を見

ることはできませんでしたが、フンずヽの合宿

で学んだスキニ術を思い出しながらスキーを楽

しんできました:

*10期 山知 亮   ○

山行は出来ません力ヽ BHには是非行きたい

と思いま丸

*ll期 」ヽ山 清   ○

会報やまざと2号に感動しました。よくぞこ

れだけの記亭を集め、、編集し、印刷されたと !

121矢崎氏の住所変更をお願いします。

*11聾_側Il功   X
ll期窪田氏の住所を連絡します。

OB会報 2号ありがとう。でも、これを長く

続けていくなら、OB通信の葉書は書いてすぐ

出せるような配慮をしてほしいですね。 (こ れ

も会費を払わないoBカラういからかな?)

楽しみにしています。

輸 中部経済連合会へ出r・Jし

*11期 矢崎 利哉   ×

EJllの
年
とり 建整犀星の碑近く)に下宿し

ていた者には未だ倉谷部落の画影がぁった、上
流のベルクハィムには_段の思い出深いものが
あります。春・夏 。秋 。冬、皆の議kヵメムシ、
マムシ。舅役ガンバレ!!

「やまざと」を読んでいると年賀状がしたた
められ彙 軸 をものしていると「やまざと」
が読めません■困らたこ|とで九

11鐵 購 瞳  ○
嶋期生は去年より、秋に一泊の小旅行をする

ことになり、去年はlo人、今年は9人の出席者
で旧交を温めてぃます。ほとんどが石川県と愛
知県に集中しているため、このような行事が可
能なのだと思いま九
また、コ Il県在住者は毎年1月 3日 、夫婦連

れで機 行っていま九  α〔避逝況報告)

OB会役員並びに事務場の方 御々苦労隣で九

*13期 神林 博     ?
もし、日本にいたら参加します。
山小屋には13期我々にとって不幸な出来事が

心に残っています
=是

非風化させないで教訓に
してはしぃと願ぃま丸

*郵期 吉田 穂積   o

*聾期 醸 帥  x
スキーがしたくて、毎年雪山を眺め、計画を

立て、それをつぶしてぃます。

*聾馴 松林 知一   o
子供たちも連れていってゃれる1と いいのです

が一。なんとか参加したぃと思いま|す:その時
はどうぞよろЧ、.■    「‐・ | ‐

「やまざと」1,そぁりがとうございま|す:近く
にいながら何のお役にも立たず、申し訳なく思

○
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っています
=事

務局長のゲキ文に啓発され、来

年からできればヮンデリング (私の場合は主に
ロードですが)を再開したいと思ってはいます

か ―.

*=秘野 柱じむェ 畝

*暉薄 _菫 17m薔 置 x

「月々に神戸の月も良いけれど

諮 の月:」曜購拳静の月」
・参加したい沢 きっと行けないでしょぅ。
°オロロとカメと留年 は はしてぃない)と
ベルクハイムに想い出多 し。

・竹内君は行くのかなあ―。

・亡き友桂君に合義

*1詢]上電 力載L O
19946月 奥池二奈良岳 伝笠山宙ω →

高二郎山→倉谷.1994● 5月尉 llダムから新道
→高二郎→旧道で歩いてきました。新道の上部
及

…

…見通山間はプッシュがひどく、書
労しました

BHで懐かしぃ顔に会えることを楽しみにし
ています。

*動 僣野 奢薩    o
(白紙:編者ひとこと―一昔から「沈黙は金メ

ツキ」を信条とするお方でしわ

*1覇明 緋  躍喜t     x
倉谷に入って、ベルクハイムに1週間にも、

1か月でも、こもっていたいと思う毎日で九

水の音と、鳥の鴫き声と、山の
― あれば、

それで全てが充足した感のある一そんな時を過

ごすことのできた場所ですネ.

だんだん思い出の中に開じこめてしまうよう

で寂しいのですが、参加できそうにありませれ

有意義で、新たな思い出になりそうな企画を考

えて下さった幹事の皆様に感謝しつつ、お畿び

申しあげます。

*15期 舟田 節子 ○

「私、もう一晩泊まっていくから」と言った
黎 祖父江さんも塚本さんもびっくりしてしま
った。でも彼等は私の意志を尊重し、 後 でき
っと彼氏が来るんだ―→ と思ったのかどう沢
BHを去っていった。それは3年生になったば
かりの春の小屋開きのこと。女子用の春山準合
宿がボッになり、もう何も考えたくなくて、先
輩のかつての「山小屋に,人で泊まってみろ」
のその言葉だけに専心伝 実行したのだった
努力も、能力も「オンナJというだけで差別を
受ける、その理不尽さにガマンカくならなかった
でもあの一晩、怖かったのはヘビでもクマで

もなかった。時 あ知れない人間が現れる
かもしれないことの方がずっと怖かった。 (し

かし何ですね。襲ってほしぃ頃に|よ 襲っても
らえなくなるんですよね―ホント、ヮングルに
関わると、言うことに品がなくなります。)

翌朝k通り抜けた廃屋の中で的人がガサッと
動いた特に:よ ギネスものに跳び上がってしま
った。必死にあとから仲間が来るような素振り
をして、来る時よりもっとみじめな思いを抱え
て帰った私―あれが‐番の小屋の思い出.

あの頃、「留年したぁ!」 「失恋したぁ !」

と言ってはt BHに籠もった部員がよくいたっ
:九 楽しい時だけでなく、辛い時もB Hlょ迎え
てくれたものでした。

*1鬱颯 lU11隊    o

*B期 樹 :I利弘   o
紅葉の中での大宴会楽しみにしています。

*18期 田辺 隆,    x       :
動 に精出しています。夏期にιム 立山

貪1沢の診療所に毎週詰めています。

*1〔重日 森 梃艶豪・    ‐
×   1・

1 .   :
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*18期 坂井 尚登・尚美 ?
いろいろお世話あリカζとうございます。会報

を拝見して、幹事の方々の御嗜労を改めて感じ

ました。何もお手伝いできずに申し訳ないと思

うのです力ヽ ベルクハイムの修復も、会報も、

本当に楽しみに思います。

義 形をかえて山と関わりながら御活躍

の様子、まだまだパワーを感じ、まだ遅くない

かなとも、改めて感じました。

*B期 藤森 忠夫  ○

9月下旬tt/J督較の動 も ります力ヽ 都

合がつけば参加したいと思っています。役員の

皆様にはご書労をかけます力ヽ よろしくお願い

します。

先月の阪神線 被災されたOBの方がな

かった力＼ 心配しています。

…

ましたカミ本日1躍聾卜ます。

*21蒻 加藤 万里子   X● .

|′    `              :

*21期 岩田 次男    ?
OB会役員の皆さな いつも御苦労様です。

「や
=尊

とJを送Pていただき、ありがとうご

ざいます。ベルクハイム修復完成おめでとうご

ざいます。昔ベルクハイムを利用したことを思

い出すと、あの頃がなつかしく感じます。

小生は最近、愛知県内の低山をよく歩いて自

然に親しんでおります。
｀
日程がはっきりすれば参加できるかもしれま

せん。連絡して下さい。

.         ,   ` |ヽ  1::.:   :   |

*21期 竹中 敏    IXl  ・

新 トレの夜kベルクハイムのまわりのテント

の中で聞|ヽ
た、十ラィグミや、ォ |ト ギ不`

ヨタカの大合唱の声力ヽ 忘れられません。今で

もあの夏鳥たち:よ 倉浴にやってくるのでしょ

う。ぼくたちlよ 遠くから思い出すだけです。

*盟期 安達 敦子   X   . :

*2期 森 恵利子   ○

卒業してから高二郎には3度出かけています。

倉谷を通る度に「 ここに私達のベルクハイムが

あるよ.」 が私の決まり文敬 した。なつかし

い時間に出会えるのを楽しみにしています。

*翔 :;謡 醐   X

事務局の方々にはお手数をおかけするのみで

なかなか協力できず、申し訳なく思っています。

子供も大きくなり暮らしも落ち着いてきたので、

簡単なハイキング程度から活動を再開したいな

と思うこの頃です。

*"期 辻 政孝     X

*“期 輿井 隆    ?
どちらとも今はわかりませんか‐Ъ 5年程前、

イワナ釣りでBHを訪ねましたがくとにかくひ

どかった一。期待しています。

*郎期 広岡 謙一   o?
来年はたぶん3年生の担任になると思うので、

その時の状況によって参加ヽ不参加が決まると

思いますがt行きたいで九

*“期 石地 隆司   ?

*2υ舅 諄らキ 際     x           ・

*…
     X

世話役ご苦労様です。たいへん感謝してます。

遅れてました くすっかり忘れていた)会費を、

近日中に必ず払い込みます。許して下さいも

*2口塁_』堕盤_』壁な
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*期 緒 獣 0
鳥越さん、OB会活動に骨を折られていたら、

本当|こ髄 折ってしまったそうで、心よりお見

舞い申し上げます。 (も う完治したのでしょう

詢

さて私こと昨年めてたく長男 (岳史)が誕生

し、そのうえ-8月 に散郷長野に運良く戻

ることが出来ました。金沢も近くなりましたの

で、秋の山行には参加したいと思っております

ので、よろしくお願いします。

OB会役員幹事の活動に敬意を表するととも

に、微力ながら支援を惜しまぬ所存です。

*嶽日 ,鞍 腑 劉 繊 勝 x
・配送物はいつもありがたく読ませて頂いてお

ります。うちでは金沢に足を向けて寝ていませ

ム

・昨年ぐ髄)5月、残雪の奈良岳へ登りました

懐探い、手つかずのプナ林は金沢の誇りであり、

日本の宝です。離れてなおいっそうその素晴ら

しさに出曲醜

・昨年('9010月、秋の光岳へ行きました。長

年のあこがれであった南アの最深部も、今では

天竜JII側に遠山川から入れる1泊 2日 の手軽な

山になってしまいました 日
―

のよう薇

ほのぼのした実に風情のある山でした。

*劉
"鉢

―鵡   ?
スリランカは中止になり、2-7月は中米の

エルサ′″ ドヾルヘ行くことになりそ―うです。私

の仕事は、ODAをインフラストラクチャとい

う形に類 ることで九 極 との付き合いは

おもしろいですよ。ちなみにエルサルの後はネ

パールかな。南アフリカのジンパブエかも一b
こんな調子です。  、

*期  炉  難     X

山の天気のように、僕達をとりまいている環

境はめまぐるしく動き、あふれる情報の処理に

ウロウロする毎日です。

広義 身をおいたサガかもしれません沢

毎日歩きながら考え続けています
=も

ちろん背

中には、妻・子供の入ったザックをしょっでい

ます。

*翻 二墨菫1 榔    X
健刃悩均理更しました (194.lD

会報2号朧転送され、手元に (た しかに)い
ただきました。

*“期 赤堀 鉱仁   X
ベルクハイムと言えばヽ カメ虫とオロロと、

すずめ蜂にさされたヤツのことを思い出しまし

た。

*2つ

" 13へ

 憫調F     X
1994411月 23日に結婚の予定です。抜露宴に

国同期の外村さん塚原さんも来ます。残念なが

ら、相手は山登りをあまり好きな人ではないの

で、しばらく山はおあずけになりそうです。

Ⅲ29n森 宏人    ○

昨年11月、転動に福岡より大阪へ出てまいり

ました。今年は中央の山へどじどし登りに行く

予定です。お近くの方、連絡下さい。

群 癬 霧 議 で九

*29n郷ll隆司   X

*29n 7」Ч多 口監た     x      .
返事が遅くなりすみませんでした。―

の

再J上をお願いします。

*29H高木 美保 北村 智明 ○

できるだけ参加したいと思っています。よろ

しく剥願いします。

*30H調田 和硲   ○

楽しみにしています.
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去年の夏は仕事で忙しく、休日もほとんどな
し`決虎だ二たのをt ttlti回しか行っセ:ヽませ
詠 4年lttきる限り行きたいと思らてぃま
す。就職して最近思うのは、山とか自然のあり

'かたきで

'Iを

首コンクリート曜砂中ロディ

1鶉馨 石議奪
:*&期

松浦 真也   o   
‐

連絡が遅くなってまことに申し訳ござぃませ
ん。上記の「月見の宴」についてです沢 今つ
ところ参加し

～
いと思っております。しかほ

鵞   聾
かりません:現に今もアル ィヽ トでかりだされ
ており、週囃覇

=食
事を配る仕事をしておりま

夢基

毒
―

9,会の書場な,ヽ .「屋■言」といった
所です沢 呻 されていないことから、
従来どおりの「卒業一言」でお願いしましれ
5周年、山Jヽ屋の修復と、実によく:活動した

“
期連も、ついに壁瓢 oBに昇格しました

*石アil 明弘 ‐― ―
金沢大学入学から二年かたち、私の場合は同

大学院へ進学ということで、ぁと2年居座るこ
とになります。気がつけl― 外面だけはい
いおやじ。しかし内面はまだまだガキでァホな
ことばかりやっています。学生時代はヮング′レ

1学部の2本柱でどちらも居心地はよく、山ヘ

登りうう物理を楽しらながら、やはリアホなこ
とをやりつつ残りの2       ってぃ
こうと思います.

フングルヘ入部した時の頭の写真を今見てみ
ると、少し顔のうくりも翁臭くなったかなと思
ιヽ 何も考えずただ先輩につぃていった頃の自
分を思い返せます。昔と今では雰囲気が違うと
いう人がいるけれど、本当にそうなのかなと私
は思います:

これまでの山行で一番印象に残ってぃるのは
自馬

…

、海で泳いだ時のあの感動は結
構ビリピリ軌 のを思ぃ出しま九
残りの2年でこれを越えるPw¨ 皆さ

んに出してもらって、体力の続く限りっいて行
き (体力がなくなっそも歩かなぁかんちゅ―に

!)再びビツピリ痺れてみたいです。
ではまた榊邑 cお会いしましょう。

*針 ―A In―
ワングルに入部して4年が過ぎた。この大学

の4年間は7ングルを中心にした生活を送った
ように感じる。

今で■を、ヮングルにどちぶりはまっそしま
ってぃな力、こんな自分でも、これまで辛くて

-13- ・部を辞めようと思ったことが何度があらた。し

○
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かし、その度ごとに「つらい時こそ、自分から

逃げるのではなく、それを乗り越えることが重
.要

だ」と自分に言い間かせては、辛い時を乗り

越えてきた。

これからうな 自分の人生に何が起こるかわか

らない力、 ヮングルを通して得た経験がきっと

役に立つ時が来ると思う。

4年間お世話になった皆さん。どうもありが

聞かれ、待ってましたとばかリワングルのこと

を延 話々したら、「それ以外は?Jと闘か払

少し返答に困った.こ とがぁる。

執 ワシゲノンの占めるウェイトは大きかっ
た。フングルから多くのことを学んだが、山の

生活や技術以外のこともたくさん教わった。特
に自分の場合、多くの失敗を重ねた力ヽ それを

指摘してくれる人や、グチを聞いてくれる人が

存在したことヵヽ 自分にとって大きくプラスに

働いていたと思う。― るにあたって、その

ような仲間に出会えたことを、改めて素晴らし

く思うと同時に、「有り難う」と感謝したい。
これから社会に出ていく自分にとって、重要

なのは、ヮングルで得たことを日々の仕事ゃ生

活にどう生かすかであり、|その点では、まだ始

まったばかりなのだということを肝に銘じて、

私の事業に際しての決意としたい。

金沢へ来て4年が経ち、再び違った衛
～

子く

ことになりました。金大、そして我らがヮンゲ
ルも卒業と城す。今更ながら「光陰失の如し」

というおSI染みの言葉が脳裏をよぎります゛

僕にとってリングルは全く新しい視野を提供
してくれた存在でした。 1年生の時に初めて樹  .
株限界を越え、普段自分が当たり前の様に暮ら 

‐

している世界とは全く異なった空間が存在する

ことを思い知らされた時のことは、未だに強く‐

印象に残っています。
-14-
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に、そのような辛い山行も、想い出となってし
まえば、貴重な自分の財産となってしまうのが
不思鏡です。 c)く づく因間の心というのは、
ι
)い加減kかっ便利である。)

ま亀観乗[:[モ1:』l環l[Ill]
は社会人としての修行をしながら、さらに自分

,の視野を広げるための旅をしていきたいと思い

ます。              .

今年さ
～
)今までどうもありがこう:また山

で合いましょう。

「ギうしてワングルに入ったのか」と間かれ
たら、私は迷わず答えるだろう。「山が好きだ
ったからだ」と。そんな答えしか僕に鋼思いつ
かない。               ‐

実際、中に登って勲 ‐燿心に残っているか
と考えてみると、雲海に沈な夕日を眺めた時ゃ、
薄暗い木立の中を木々の間から差し込んでくる

光を見上げながら歩いた時、白い静寂が包む森
の申を、雪を踏みしめつつ歩いた時などである。
こうした自然の中に自分が置かれることで僕は、
言葉にιま言い様のな0壇動を覚えた。自分がこ
の世界の中でをな :まんとに小さな存在にしかす
ぎない事を知った。ィ、さいながらも、自分はこ
の両足を大地に据えて存在し、見(考えt行動
し、すべてを受け入れることができると感じた。
少 大々袈裟な表現だったかもしれないヵ、山

を通して僕が得ることができた物ιよ それほど
今の自分に大きく影響しそt・・る。これからも僕
は山に登っていきたい。

最後に、けっして模範的な部員ではなかった

自分に、4年間付き合ってくれたすべてのフン
グルの人に感謝したぃ。本当に4年間ありがと

つ 。



| ‐

|ヮ ンゲルの親設生活は4年と短|、11 1

体力にまかせて登り、食うことを最大の楽し

みとし、出 鹿をとぃて寝るたけの1回

生.=通りの山行― し、もらと体力のいる

山、難しい山へとし■ザず彎`た2回生。付い
て行く山行と、連れで行く山南のギャップに苦

しんだ3叱 審議の本当の大変さを知ったの

と、自分の山行とカヌ‐を楽しめた4回生。で

あられ

・ ヮングルのOB生活は長い。他のスポーツと

比ぺ 登山は長く現般ていられるほ 年相応の

楽しみ方もできそうれ 5年に¬度だけの記念

山行だけではさみしいので、OB活動か活発に

なり、PWみたいな山行をOB間にしてみたい。

僕は追コンでヮンダーフォーゲル部を卒業さ

せられたが、学校は工学部を卒業させてくれな

かった だから0氏の様に、閣部員として、あ

と一年活躍するつもりです。

*沢田 哲之  工学部在学中

ヮングラーに:よ 2種瀬の人々がいる:く山

をこよなく愛する>人々と、くそうでない>人

々れ 話の都合上、今後前者をA群、後者をB

群とすることにしよう。別に2種類に分けても、

互いに対立しているわけではない。あくまで、

分類上の話だ。

ただ、やはりこの分類の
―

けではヽ 多少

語弊があるので、B群は改めて、く山はどちら

かというと好きだがくつらかったり、寒かった

り、汚かったり、そんなのばっかりの山はやだ

し、ましてこよなくとか愛するなんて言葉はね

―>の人々ということにしよう。
11

私はギ||な
=L｀

ラキヽ B群であると考える。

「ギを|な与いうを」の下に点々 をつけておか

ないと、先程の新しい― けと全く同じ気持

ちと思われてしまいかねない。なくまで、そう

いった分類上にくる人々の意見の集約を自分な

りに考えてみた結果 (長いな‐‐うである。

別に、今からワンゲルの翻 をしようと沢

ヮングルとは一といった、小難しい話を論じよ

うというわけではない。

そのB群出身 (?)という立瑶から、卒業じ

てみて思うヽ わたしのヮンゲル観を今から述べ

てみようと思うのである (え らく、ここまで長

かったナア。)

てアづく

*掛け 美智子   文学部大識

運動オンチな上、全身の筋内合有量が限り無

く0に近い私にとって、山登りというのは全 く

未知の世界でした。

秋に入部して初めて参加した冬合宿は雪があ

りませんでした。その頃はま想質派な雰囲気が

ただよっていたため力＼ 途中入部だったから力、

■―Aだったからか、春になるまではほとんど

の人と挨拶以上の会話をしたこともありません

でした。今思うとよくぞ辞めずにいたなあと我

ながら感心するぐらいです。

めてたく、いつのまにかヒマさえあればPW
に参加するようになり、ない体力はまわりの皆

さんに甘やかされることで補い、楽しいワング

…

ました。甘やかして下さったセン

パイ方、それを後悔したであろう同期の皆さな

それで迷惑を受けたであろう後輩の皆さん、ど

うもいろいろありがとうございました。つくづ

く幸せ者だと思っています。ということで、こ

れからもお願いします。
lf i::■

三 ,‐  .

*清水 勇一  新日本法規出版・ |・

ヮングル3年間 (“晴助 の活動は私にとっ

て非常に意義深いものでした。

体力、忍耐力、精神力がついたのはもちろな

そのほかに交流の場として雉 後輩ヽそして

同級生と良き

…

つくり上げること旋

きたと思います。

今後私は社会という荒波の中へと立ち向かっ

ていくわけですがヽ このような理験は必ず役に

立つと思います。

皆さん、長い問ありがとうございました。
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i轟
景暑暮漁九■

騎期の夕な書ん鮮廠 テントを購入し、今

後も8月 T●0麟 J喘碧院けていくそうで九

警
I‐J“甲熟さ々 になっ了いま九

* 石川 明弘

蒲原と蟻 を見返してみるとヽ 私と彼と朝

日と立川が岩をかかえているものがある。これ

R倉
～
端魚1動らた行|う ということで行

ったのだがヽ 全く釣れず、力iそ泳いだ時のもの

である。太陽が出ている時はポヵポカ暖かいの

だバ
｀
雲に隠れると急に寒くなり、潜鶴かい岩

を抱えて温まらているのである。これはたしか

2年の初めの頃だから‐番ヒマな時で、遊びま

くっていたような気がする。

フォルクスワーゲン・サンタナ号が運転され

たのもこの頃で、金石捲こ揚涌温泉などエリア

を広げて遊んな

名古屋ヘカスーを買いに行こうと、蒲原と田

中と新保さんで出掛けた。その帰り、皆疲れて
眠たいのに、蒲原麟 している私を気づかっ

て「俺■緒に起きててやるわ。」と言ってくれ

たのはられしかったがヽ らまらないォチのない

轟がえんえんと続き、倍くらい眠たくなったの

を覚えている。

ウングル部院の中にltaとけっこぅ遊んだ

グループに入る。最近もし今ここに蒲源がいれ

ばこうなっているのかなと考える時がある。だ

いたいこんな感じだろうか―Ъ

田中 いや―お前。ほんまバカポンに似とるれ

石ワll はんま ほんま:      .:
新倉 かわいそうやろう帆     ‐

蒲原 ありがとう新倉。そういってくれるのは

お前だけや。

日中 新倉、お前も少しは思っているやろ汎

新倉 少しれ

蒲原 も二、みんなきらいだ。

*蒲原君について     金井 ―A
l年が終わり、2年の春頃に蒲原君とはまだ

同じパーティーになったことがないのに気付い

た。そのうち同じパーティーになれるだろうと

思っていたが(結局同じパーティーで山に行く

ことはなかっ」L非常に残念に思う:一渡でい

いから■緒に山へ行きたかった。

また、蒲原君とは同じ工学部で同じ学科だっ

た:そのためかt部 (山)での印象より、学校

の方の印象が強く、もし剣の事故が起こってい

なかったら、蒲原君だぅたら、どこの研究室を

選び、卒業後の進路をどのようにしただろうと

時々ヽ今でも思うし      '

*ぼくとカマハラ    新倉 崇之

「おはよう精 t元気?」 ていうのが彼の換

拶だった:その度に (なんだ、このなれなれし

いやつ:た 男でしらかり朝― をЦ しかも

元気?なんて間くのは州国人くらいだぞ)と思

らたものだ:でもなぜか自分も今(真似してい

るが。

そうだ、やつはうちらの同期の中では天然記

念物的なやつだった。どこがヽ というと、彼は

Shyな フングラーではなくAgmSiVeなのだっ

た.特にそう感じたのがうちらが 2年の新 卜咤

最終日の奥三方の林道縣味い らヽの下りの林道で.

彼はずっと1年生の女の子としゃべっている。

=総 レは,人時々ため息をつき、なぜか中島

みゆきを回ずさみながら前へずんずん歩く。よ

くそれだけしゃべれるな、というくらいとうと

ｔ
才

一↓
裂
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うとしゃべっていた。でも撤 の剛 Jな く書

に話かけることが彼の素晴らしいところだった。

だからオレもまずは挨拶から、と真似し始めた

のかもしれない。

このように彼のことを思い出すと、同時に自

分に対する怒りや非力を感じる。彼との楽しか

った思い出だけでなく、そういう感情も忘れて

ための工夫をする、ということを教えてくれた

蒲原 良太郎君とEllれて 2年半余り。これまで

の自分の生活を振り返ってみると、何か蒲原君

に対してすごく申し訳ない様な気がします。折

角いいことを教えてもらったにもかかわらず、

僕はそれを実戦することなく、ただ周囲に流さ

れる様な生活をし、多くの可能性とチャンスを

みすみす逃がしたのではないだろうか、と思い

ます。 .

今ここに学生生活が終わりを告げることにな

りました。これまでのように、自分自身のため

の時間を持つのは、かなり大変になると思いま

す。しかし、それだけに今後与えられた自由な

時間は、最大限自分のために有意義に使わなけ

ればならない、とい・う様にも感じています。同

じ過うは繰り返すまい、そう思います。

春から新たなスタートを切ります。気合を入

れて `

もう既に難 が起きて 2年以上過ぎてしまい

ました。しかし、山に登るたびに、昔の山行の

写真や計画書を見るたびに蒲原君の事をはっき

り思い出す事ができます。剣に登り、あの場所

を通る時はいつでも、心の中で蒲原君に話しか

けます。ワングルで最近あった事ミ 自分が最近

思っている事などを彼に話しかけます。もちろ

ん彼は答えてはくれません。しかし、澄みわた

る空の雲の切れ間から、連なる青い山々の向こ

うから、きっとあの人なつっこい笑顔を見せな

がら、彼はこちらを眺めていることでしょう。

僕は今、彼より2才年上になってしまいまし

た。彼が生きることのできなかったこの時間を

無駄にはしないと彼に誓って、僕は山を下りて

いきます。また来年ヽこの山で会える事を願っ

ています。

* 田中 充

ワンゲル四年間の思い出の半分は、カマハラ

の剣での事故死規

僕はヮングルに入部する前から、友人や家族

と山にはよく登ったし、テント生活も楽しんで

いた。ハイキング程度だが雪山にも何回力ヾ 子っ

ていた。そんな僕がヮングルに入った事ででき

た初体験力,藩闘獅 PWでカヌ■に乗せてもらっ

たことだ。初めてカヌーに乗った時の、なんと

もいえない浮遊感と、ゴムボートにはない自由

さと、カヌーとの一体感はたまらないものがあ

つ れ

このJil下りPwに誘ってくれて、共にこの体

験をしたのがカマハラで、僕らは、この体験と、

一冊の本 (日 本の川を旅する 野田知祐善 に

感化されて、次の春にはカヌーを買うまでにな '

り、事故がなければ2人でTAlllに行くはずだ

った。

カマハラが%もだ魚 カマハラのカメーは今

部室の倉鼠にあり、皆が使える力支―が,艇で

きて、カメー初体験を,した部員が多くできた。

それにカマバラの御家族の方々とも親しくなれ

たし、追歯 hイテで毎年、みんなと顔を会わせる

機会もできた。「だからおまえは、万年正月人

間なんだよ」とヵマハラに言われそうだ力ヽ 思

い出の半分の事故が辛い事:動 りヽでなく、いい

事もあるスノだと思えるようになってきた。

,~

あれから2年半。忽然と僕らの前から消えた

彼について、私は初めて筆をとる。今、思・うと

悲しみよりはなつかしさが漂う。彼と行ったと

ころ、語ったことし
.昔

のことのような、つい最
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近の事のような‐lЪ

彼と、2年生の時、夏L島について、特にパー

ティーについて二人で自分の家で話したことが

あった。考えてみると、彼と互いに深く会話し

たのは初めてだったかもしれない。当時、一部

の2年生の間では、夏山のパーティー分けに強

い関いを抱いていて、私もその‐―Aで、いろん

な人と意見を交わしていて、その流れの一つだ

ったように思う。そこで、蒲原という男を今ま

でより少し深く知った気がした。

具体的に言葉で表現するのは難しいのでうま

く書けない力ヽ 人間やっばり,度深く話し合っ

てみてその人物を知れるのだということが判っ

た。それまでは、たいして考えもない軽そうな

やつと思ってぃたのだ力ヽ た力功シヾ ―ティー分

けだが、それなりに自分の考えを持っていた。

やはり、うまく書けない力ヽ とても印象に残っ

ている事である。

上 豊 寸 籍

私が秋に入部した時、遠巻きにこちらを窺う

硬派な人達を尻目に、よく声をかけてくれたの

が蒲原君でした。あの頃はまだ、なつかしのマ

ッシュルームカットもどきの髪型で、両手を前

にかざすという独特の話し方をしていました。

彼は世にいうく女らしい>という言葉で表現

されるところの、感情表現の素直さや、ロマン

ティストな面を持っている反自、エールを切っ

たり気禁 入れるというような硬派なことを愛

するため、かなり愉快なキャラクターでした。

彼が住んでいたひまわり荘には、山の写真と力、

捨ってきた翻やら、由緒正しき旧轟 やら

あって、タラコご飯か何かを食べさせてもらい

ながら「EI本の夏だな―」と思ったものです。

あのツーリング自転車に乗って、にこにこし

ながら「かしむら―」とやって来る蒲原君ιよ

なかなか愛すべきヤッでした

清水 勇一

あれからもう2年半も経ったのか‐―.でも俺

はおまえのことを忘れてはいない。時 思々い出
-19-

したりもする。

おまえとは同じ寮で部屋も近いということで

伸が良かったなあ。毎日のようにおまえの部屋

に遊びに行って、俺の寮生活の不満を聞いてく

れたりもしたっけ。 2人で石,llの家へ遊びに行

ったり、バイトも―素 にしたリー‐。

そう言えに岳舗ま 一年の時も2年の時も一

緒だった。けス′かしてムカついたりtノ たことも

あったけど、でもソ心の底では俺はおまえのこと

を尊敬していたんだ。人間的に俺よりも一回り

も二回りも上だったのをよく分かっていたから.

おまえが俺に対して最後にしゃべった言葉を

昨日のことのように今でもはっきり覚えている。

2年の夏合宿の帰り、糸篤 H方面へ向かう電車

の同じボックス席に、俺とおまえと柴国が乗っ

ていたっけ。俺が実家へ帰るので松本駅で別れ

る時、おまえは笑顔で「 じゃあな」と言ってく

れた6その言葉を今でもはっきりと、鮮明に覚

えている。

蒲原、短い間だったけれどありがとう。おま

えに会えたことをとても感謝している。これか

らは社会人になれけど、きっとおまえのような、

いや、おまえ以上の立派な人間になってみせる。

いつまでも俺のことを見守っていてくれ ま

た会1で会おうな。

*カ マハラ君の思い出   新道 聡美

私はいろんな所でカマハラ君を思い出す。

その1)ガムテープ

かずみちゃんがガムテープをビリピリと細か

く裂いていたら、カマハラ君は「あ、手もずる

してる」と言っていた。それ以来、私のポキャ

プラリーに<手もずる>が加わった。

その2)花の写真のテレホンカード

カマハラ君ちで電話を借りて、非常識にも長

廠 話していたら、鬼のように怒られた。 (

後でお金を払おうと思っていたけど、ちゃんと)

あんなに思いきり、あんなに正直にカー杯、家

族以外に怒られたのは、初めてだった。少し涙

が出た。花柄のテレホンカードをあげて許して

もらった。



その3)う ちのドナ

私のうちにはくドナンという名前のアヒルが

住んでいる。本名はドナルドタック君という。

彼のびっくリポーズはカマハフ書によく似てて、

かずみちゃんと二人でよく笑った
`

その4)悪女

私は生まれて初めてく悪女>と呼ばれた カ

マハラ君に。

その5)ワ ンデル

私は2年生から部活に混ぜてもらった。みん

なシャイなのか知らんけど、なかなか入りたて

喘赫しく、なにくそと思う日々だった。自山に

兵庫地区金大ワングルOB各位

行って¬緒に夕焼けを見た時も、朝会ってニコ

ニコにおはようと言ってくれた時も、私にとっ

て、カマハラ君はなかなか大好きな人であった。

私日同期のみんなより、一年分、カマハラ君

についての思い出は少なも、 いっばい■緒に笑

ったり、怒ったりして、沢山仲良くなりたかっ

た

人の,生があんまりあっけなくなくてびっく

りする。

どうしようもなくて本当にびっくりする。

おわり。

春鵬漫の金沢では、石川橋の付替工事で開鎖されていた沈床薗が 2年ぶり,こ開放され、

石垣に登る者、素っ裸で走り回る者と、相変わらずのお花見コンパ風景が繰り広げられて

いました。

さて、あの阪神大震災から4月余り。兵庫地区在住の金大ワンゲルOBの皆様事いなが

お過ごしでしょうか?      ■

信じ難い光景をテレビで見る度安否が気づかわれ、また、事務局へも問い合わせが●つ

たり、我が期は全員無事の連絡をいただいたりもしました。:具体的に何のお力にもなれ■

い親陸会の立場ですぐお訊ねを出すのもt被災された芳 に々ご無礼なょうな、郵便手務を

ますます混沌とさせるような気がして、只々 一日でも早い復興を祈らてまいりました。 :

今も何のお力にもなれないことに変わりありません。それでも、あの先輩は?あいつは

?と、直接電話する間柄でもないけれど安否を気づかっているOBが大勢います:せめで :

次号の会報の中で、皆様の消息をお伝えできればと思っております。一応原稿用紙 (部室

の残材の中から確保してきたもの)を同封しましたが、量についての制限はありません。

5月 末締切て送付いただけますようお願いします。    J

:      ｀
｀

秋の「月見の宴」は、このような事態のため中止も考えましたが、何が起こるかつか,

ないご時勢なのだからやれる時にはやっておこうで、実施の方向で動いています。年があ

けてからの大震災、地下鉄サリン、続 く―オウム真理教、円高の話題でますます志m・0かな

たにもなってしまい、返信もおぼうがない状態になぅてしまいましたが、今のところ40醒

の参加希望が届いています。次国会報中に、正式日程と、正式申し込みを入れます6も し

ご都合がつくようでしたら、参加を心からお持ちし便宣を計らせていただきたく思ってお

ります。         「

まだま■余裕もなくtお疲れのこととも存じますが、一言なリキもご返信|)ただけます

よう重ねてお願い申し上げます。 -20-
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阪神大震災について  ‐

3萌 縫鵜 2ま ¢華 区)

1月 17日 朝5時43分、私は連体が明けてt勤

務先の広島へ向かう為、新神戸 6時15分発の新

幹線に乗るべく自宅の駐車場へ出て車のスター

ターをグルグル回し始めた一その時である。 ド

カーンという音と共に、車の天丼に放り上げら

れた。あとは車ιま私と妻を車内に置いたままポ

ールのようにポンポンリ[ね廻っている。

初め暉 のエンジンカ奪発 したと思った力ヽ

慌ててライトのスイッチを回すと、家も庭本も

バサバサ揺れまくっている。それで私も妻も、

これ:ま地震だと悟った。

11     ‐
・

t'‐
  ‐. |111■   ・

‐

ら、友人・知人の会社・自宅へ向かおうとした

力ヽ 道路は家を出て3001mも行 くと既に超渋滞で

手が出ない―こんな状態でt翌朝款 かけて数

人の友人の安否を確認しただけで、18日 は8時 ‐

間かかって広島の職場べ復帰しましたし・    .

この未曹有の震災ιま、私の専門領域である「

住まい」に関して、その安全面でいくつもの新

しい要求をつきつけてくれる結果となり、「安

全・健康住宅のあり方」に対して新しい答えを、

'⌒ァド、ツフト、コストからチャレシジする仕

大なテーマを残してくれました。
‐書き,■′こは天峯か,身を守う当音の生活法に

ついて、私の経裁がらコピ上を添付した終わら
20秒 もあったかなかった力、 少し収まってき

せていただきます。    |● :

たので車から出て、停電で真っ時な家に飛び込■
平成 7年 5月 14E 広島にて

~

んで二階の部屋に居る娘達に大声をかけた。一

人は直ぐに反応あり。もう一ヽ :まなし。先に返
晨災 (自然災書)から身を守る工夫

事をした長女に「確かめろ」と指示してヽ妻に
*荏藝む馴      |■‐:

は家の中、私は家の外廻りを懐中電灯を持ちな 。都市計画に基づ く住宅地に住む

う長女の返答―全く平和な性格だとひと安れ *生活

「家の中は?」 と妻に関くと、本棚から本が沢 。近所付き合いの良さ1.(悪い人ヽ地域貢献の

山飛び出して落ちている力ヽ 台所などはたいし       ない人は助けてもらえない)

たこと|まなさそうという。直ぐ携帯ラジオをつ 。背の高い家具の持ち込みを避ける

けためヽ 「強い地震がありました」というだけ。 ・家具の転倒防止 (ク サビ、背バンド、L型
どこで地震が発生したの力、 これも不明のまま。 金動

取り敢えず、広島の職場の関係者に電話を入      .戸 内草車のある人jま車を入れて置 く

霧]覇:鶴]≫:量1‐
《鑑感:1っ ::二 ■■
1携帯TV、 ラジオ、懐中電灯感洗元におく

幸いにも須磨区北部のニュータウッ |こ位置す     *情 報確保            ■
:‐ ■ 1

る我が家の震災は、このレベルで始まったので      。電話は諦あるい 良い)   ●|

ある。その後、電話は近い所ほど不通となり、 |     .携 帯T'tラ ジ丼に経かならず電池を入れ

現在の職場である広島との連絡がどうにか取れ       てぉく

る程度:かつて自分が担当した神戸の営業所も      。自転
=ミ

ニバイクが良い ・

門真中市の本社も連絡不能で、情報は携帯ライ:1‐ 1‐■1‐‐IⅢ 備品 (纏めて屋外収納庫で諷 アウトドア

オだl九 地元民放の歩いて集めた情響から、と't llll用
品と■の . ■ ‐

んそもない被夢を提見である事を知り、10時項か   | .携帯
|｀

V、
|.チ

オ、電灯  :.1 1
-22-          ‐



・
勝 夢 需 輝 瞳 う 質 暴 轟 壁

・携帯コンロ、予備ガスボンベ

。寝疑、テント、クリーンポット

・ レトル ト、インスタント飢 ミネラルウ

オーター、調味料

・ナペ カマ 臨 俎 コッフェル、プラ

スチック皿氏 コッカ

*車 俳犠調住居)

・ ミニバン、ビックァップヮゴン、

ジ~プワゴン

中では被害は少ない状況です。家屋の方は私自
身が大工と左官をしながら、ぼちばち補修して
います。

OB会幹事の皆様いろいろ御苦労様ですもお
世話になりっばなしですヵ、 今後ともよろしく
お願いします。 H7.5.20

5期 山田 免 oヒE勁

…

お見舞い状をいただきぁりがとうご
ざいました。熱 、、動 のゴヒ区中 で

…

が軽く、家屋および家族も無事で
あつたこと梶 んでおります。災勒 大阪ま
での勘 こは議 しました力、 4月 1日付けで
転勤し、現在は名古屋市内で単身生活を送って
います。:遅れましたが、勤務先等を連絡させて
いただきます。

OBとなって妹 ほとんど名ばかりの状態
で心苦しい限りですがt=言お使り致しま九
わが家は進度7の東の端より嗣 IIを はさん

Fほぼ2姉のところにあります。マスコミそ御
存知のように、詢 Ilが防農材のように働いた
のか?すぐ近くで

― は出ない状況でした。
全壊の家屋も少なく、外観ヨ磨劃切、さいょぅ
にJ議:ま した八 4ケ月1錮壁したへ 襴家 }ぁ

きらめて取り壊す家屋が目立つようになってぃ
ます。

地震は、近くの基地の墓石力ヽ 日当倒れていま
したから、進度5以上は間違いなくあったよぅ
です。目が覚めた途端に家具が制な 家族の中
で不覚にも私のみが十円ハゲを作る次第となり
ました。

電気こま当日中に復I日 し、ガス罐 _も不完全な
がら2-3日中に復1日 しましたので、大震災の

塑

1月 17日未明、何力判 だ力す からなしり礎で

飛び起きる。まず目に入ったのは、明かりが天

井に向かってはねたかと思うと、バッと消えた

事です。その間も突き上げが強く、まるでエグ

ソシスト (?)状態Lあ とは真っ暗な中で、ま

るで家中力¶ ャ薫]杉になってしまうかのよう

な強烈な横揺れ 布団をかぶる余裕もなく、振

り落とされないように只々ベッドにへばりつく

だけ。それでも家の被害状況を推察しようと、

耳をダンポにする 一カヽ 何も聞こえない。 倹

翻 、テレビ、箪笥、本棚が倒な シャンデリ

アが天丼に当たって割れていたリーという事か

ら考えて、何故だか分からない。)夫が由戸を

開けた音で、家が歪んでないと想像する。

身内の無事を確かめた颯 夜が明け始める。

Gヒロ町の義母の家 :議事乳 )ラ ジオをつける

力ヽ 要領をえない。その時はまだ、このような

事になっているとは思っていずt家の前の国道

171号線の陸橋部分が線路上に落ちているのを

信じられない事のように見ていた (走っていた

車も一緒に落ちていた)。

実家に電話をかけなけれ:ま と思いつつ、家

の片づけや、雑用に追われる。その日一日中、

大 。中・J＼ いろいろとりまぜて、のべつまも

なく地震が来る。兄や姉達|よ 私達が死んだと

思っているかもしれない一と思う力ヽ しばらく

死んだ事にしておこうか等とt冗談を言ってい

るうちに日が喜れる。 (後日、電話で叱られた)-23-



この4カ月の間に本当にいろ0)ろな事があり、
一日一日がt初めての体験の連続でした。自分

が激震地真っ只中にいたなんて、いまだに不思

議な気がしていま丸

幸いにも、近くここ当日から開いていたスーパ

ーが有り、阪急西宮北口駅にも近かったため、

二日目には大阪まで買物にも行ι入 物資には不

自由しませんでした。給水車や救援物資の世話

になる事もなく、自力でやってこれました。

沢山の方が亡くなられたり、財産を無くされ

たりしている現状で、不謹慎かもしれません力ヽ

私にとって震災は、悪い事ばかりではありませ

んでした。

"数
年ぶりに電話をくれた、大学 。中学時代

の地 小さぃ身体で、水や弁当を持って見舞

ってくれた大学時代の友。安否を確かめ合いヽ

支え合った近くの友人達―すべて忘れる事ので

きない出来事でした。

あらためて自分の生き方を考えてみる、本当

にいい階 でした。

(2月 6日 、15期全員に層いたもの。「あれで

ft用 しておいてJと のことで)

鑑

このたびの兵庫県南部地震に際しましては、

いろいろとご与こ配をいただきぁりがとうござい

ました。

職場や家庭に迷惑をかけないように、昨年秋

の 3カ現 にわたる東京ポケを癒すべく静力ヽ こリ

ハビリ中 ?であった私にとってまさに寝耳に地

震で、衝撃の出来事でした。幸いにも家族をは

じめ職場の人達もけがもなく元気です。

発生時には、私自身もタンスの下敷きになり、

何か起こったのかわかりませんでした。家屋や

家財には多少なりとも被害がありました力ヽ  5
千メ、を越える死者をはじめ、災害の規模が時間

の経過とともに判明するにつけ、生きているこ

との幸せをあらためて噛みじめている次第です。

明石市でも黄部地域にかなりの被害がありま

した。死者5名、全半壊535戸があり、10か

所の避難所に役4千名の市民が‐時避難しまし

た。また、学校t道路、橋梁な―どの公共施設の

用 瀬嬢し、災鋼 の翻 となりました。

そのため、通常の業務のほか、交代制で食事の

配送、給水手伝いや倒壊家屋調査な1肇こフル回

転の毎日でした力ヽ ょぅゃく落ち着いてきまし

た。                (
余震が続く日々ですヵ、何とかなるさ !と開

き直りとプラス思考を行動に移す時だと頑張っ
ております。今秋に能登で皆さんと再会し、美

味しい酒と肴で乾杯できることを楽しみにして

おりますt 住 ;1繊願碑陰を11月穴水にて開

催予0
最後になりました力ヽ くれぐれもご自愛いた

だき、ますますご活躍されますようお祈り申し

上げ、お見舞ι‐1のお礼とさせていただきます。

敬具

¨_■ ____ヽ __― ―‐――― ― =― ―_____‐ ――― ―二 二

15期 宇野 潔

17期 宇野 和子 GヒD
「せんせい、あのね」 うの はるな

わたし1よ はじめ なんだ力、 ぐらぐらして

るっと おもいました。:そ したら、セーラーム

ーンのほん力ヽ ぜんぶおちてきたので びっく

りしました。

わたしlよ 「じしん洩 」とおもいました。

そしたら、おかあさんがt「おふとんのなか

にもぐりなさい。」って、かいちゅうでんとを

さがしてもってきていいました。

「あゆみ(ラ ジオをもらてきて。」ってtい
いました。おとうさんはラジオをきいていまし

た。そのあとだいどころにいきました。そした

ら、しょっきだなのなかで、一ばんうえのしょ

っきがよこになっていました。

つぎ:よ おねえちゃんのところにいきました。

ラジオももっていきました。1

そしたら、こうべがしんど6って、ラジオで-24-



いっていました。しんど5カヽ カム にひびがは

いるって、おねえちゃえ,の きょうかしょにのっ
‐
C‐ いました。えばらのおばあちゃんのうち力＼

しんど5で した。

わたこ′は、「にっぽんがしずむ。Jとおもい

ました。でもおかあさんは、「にっぽんがちぎ

れる。」っていって、「ひがしはたい 、́いよう

にちかいから、ひがしにひっぱられてしずむ。J

って、おかあさんはいっていました。

唯 後 1週間、学校はお休みになりました。

再開されてから、学校で書いた、春菜の作文で

す。)

原稿遅くなりまして、申し訳ありません。地

震の日の事については、末娘の作文を読んでい

ただけれをま 雰囲気がわかると思います。

我が家 (マ ンション)のある北区は、幸い、

被害は大きくありませスノでした力` それでも道

路や建物にヒビが入った所もあり、屋根をおお

うブルーシー トもまだチラホラみかけます。■

鏃 後は、被繕渤沙 なかった勁 ということで、

救援の拠点となったり、他地域からの避難や買

い出しの人などで随分ザフザフしていました。

今まで力ヽ 山あいの小ぢんまりとした静かな地

域だっただけに、余計そう感じられたのかもし

れませム

我が家も、他の多 くの家庭と融 熱 防災につ

いての準備など何もなかったのです力ヽ ヮンゲ

ル仕込みのアウトドア趣味のおかげで、懐中電

灯、ローソク、ラジオなど、常に身近にあり、

多少のサバイパル生活に必要な道具類も持って

いたのは、こ剛渤 っヽたです。

ただそれをよ 建物自体が無事だったからで、

早朝のまどろみの中、突然家屋の倒壊に見舞わ

れた方 :よ 本当に余裕などなく、自分や家族の

生命のことしか頭になかったことと思います。

交通網の寸断、変則的な学校生活の続く中、

長女は、不安な思いて高校を受験しました力＼

幸い希望通りの学校に進学し、高校生活が始ま

りました。とは言っても、被災地の真っ只中に

ある学校は、いまだに多くの方力塑脚性騰を続

けておられぅため、他校のグラウンドを借りて
-25-

の仮設プレハブ校舎で、彼女の納 はスタ

ートしました。

震災から5ケ月近くたった今、日常は戻って

来つつあるものの、決して以前と同じ日常では

ありません。被害の少なかった私達でさえ、見

えない疲れと、どこカソヾ ランスを失ったような

心をひきずっています。神戸の適 ヽ健康な

日常生活を送れるようになるまでには まだま

1塑壺 塾 王 饉 i量 区)

(「 1階だったから、湯のみが倒れた程度。大

競 です。」との電話をもらっています。)

翻 劇
=

劉 劇 輔 館 ,‖詢

1月 17日未呪 ゴーッという地鳴りとその後

のすさましい揺れで叩き起こされました力ヽ そ

こは地震オンチの関西人のこと、にわかには

これが地震とは理解できま 木造の我が家が

「ギシギシ」と音たてて揺すられている様をポ

ウ然とながめておりました。

震源地からの購 いえば、神戸、西営など

と変わらないものの、加古,llは、全壊・半壊と

いった被害を受けず、我が家も壁紙の破損 (石

奮ポードの継日で裂けた)と、基礎コンクリー

トのJヽさなひび程度ですみました

ライフラインに関しては、水道。電気・ガス

は はプロバンガス)と もに無事でした八

電話は1週間ほど使いものにならず、電車の不

通k― 渋滞とともに、生活基豊の意外

なもろさを痛感しました。

ともかく家族4人が全く無事で済んだことに

は、この震災の規模の大きさを思えば、本当に

感謝せずにはいられません

被災者の方々へ心からお見舞い申し上げると

ともに、心配して下さったワンゲ

“
―

に

は本当に有り難く、お礼申し上げま丸



平成 7年 6月 10日

金沢大学ワンゲルOB会御中

月日の経つのは違いもので、地震のあった日から4カ月以上の日がたちました。その節はたくさんの方から、

お見舞いや励ましの手紙、電話を頂戴し、ありがとうございました。

地震直後は誰もが余震に脅え、マスコミも連日被害の状況や避難所の生活を報道するなど、地震ととともに暮

らしておりましたが、地震直後から急に仕事が忙しくなり、日一日と忙しさの中で生々しい記憶は薄らいできた

気がします。マスコミも3月 中旬の地下鉄サリン事件以降はオウム真理教‐辺例の報道となってきました。今は

震災のことは殆ど報道されません。自分も3月 末に転居をし、被災地から離れたこともあり、阪神大震災もだん

だんと遠い日の事になりつつあります。

地震のあった日は寒い頃で、水とガスがないため、結構シンドイ生活もしました。会社は地震の翌日には出て

こいと、訳のわからない上司が結構薄情であったり、地震のあった日にみんなで消火活動をして、転働族が急に

町

::最に31F塁書実ぢ:≧套7鼻言霞:ζξttTζttF雪場営襲[こ轄里1急書泉票景:[畳菫お毒歯色襲

幹線も4月 には開通し、阪急神戸線もこの6月 12日 から全線開通となります。神戸三宮も「そごう」「大丸J

が営業を再開し、確実に日常生活としての落ち着きをとりもどしつつあるように見えます。生活の復興とともに

徐々に「思い出Jの範層になっていく気がしております.(もちろん、肉親を亡くしたり、家を失らたり、今も

避難生活をしている人には「思い出」どころではないと思いますが。)

さて、「月見の宴Jを予定通りされるとのこと大いに結構かと思います。OB会の運営には舟田さんをはじめ

大変、お世話になりありがとうございます。今のところ予定がはっきりしませんが、地震の話で盛り上げること

もできようかと思います。

なお、この手紙は 6月 10日 に書いております.5月末締切から2週間が過ぎようかとしており、もう書かな

いておこうかと思いましたが、通信用封筒もあり、何も返事を書かないのも大変失礼と思い、夜中にワープロを

打っております。本当にずばらで申し釈なく思っております。それでは、いつかまたお会いできますよう:為

〒 560豊 中市東泉丘 1-3

ノ
イ社な かわり孝t■。

初覇 」油 蔵卜 じ細的

33m寺島 祥文 Cm占川1"

34H松浦 真也 Cル蔀

"の方々

…

のOBで丸 8職 の

′山村さんから「我期lt―
―り、■期松浦さん:よ %夏号の返信中に消息が

あります。

上記の方々には、今回の返信葉書にて、連絡

力ヽ たヽだけますようお願いします。

一

飾

―

0-3(205号 )

緋 醸

悔 こは、

7期 飯口

7期 富永

8期 黒崎

8期 藤井

1回  餅

11期 加藤

14期 大田

17期 藤井

劉 順
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浩之 (中期

史平 (中期

清台 の酵D
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競 師
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5月 28日 (日 )

今年はシャクナゲの当たり年らしい。これまでも砂御前、

嘱谷の尾根をシャクナゲの本の多いお こと通ってきたがくそ

れが‐面に咲き、シヤクナゲロードになっていた。丁方湿地

帯の方 tま ミズバショウカヽ これも斜面のはるか上部まで、目

覚めたばかりの自い帽子の小人達といった風情で広がってい

る。むろん、頂上ではダイナミックな白山のパノラマが迎史

てくれた。本当は荒島岳へくろゆリクラブのサポー トに出て

いかねばならないのに、あえて分県ガイドの写真がすんでい

ないと、鳴谷山へ向かった舟国家には、幸せ過ぎる満点山イ子

だった。

そんな興奮のさめやらぬ夜 9時糸 電話がなる。 3期OB

の高島さんだった。彼には馬周年記念誌の時、大量の資料を

送っていただいており、

「ああ、あの時はどうもお世話になりまして一」

「実は、昨日毛勝へ登彙した知人が戻らず、今日捜索隊が出

ました力k見つかっておりません。現役の方に頼んでもら

えませんでしょう力、 相応のおネLは出したいと言っており

ます。」

とりあえず、連絡先である遭難者宅寺崎さんめ電話番号をメ

モする。どう判断してよいのかわからない。もちろん、さっ

きまでの購 はふっとんでしまい、ただ′t鶉 る。

ともあれ、突然の電話ばかりで申し訳ない力た 大島会長に

電話する。びっくりされた後、「現役|こ連絡してみて。お世

話をかけますけど」とのキ諦亀

でも…Ъ現役主将の制 liさ んなら、 1週間前、新 トレの倉

谷で会い、少しOB風を吹かせてきたので、面議 tまある。で

も‐―「 OBの知人と我々と、どんな関係があるん′ですか ?」

とか「それに従わなければならないんですか ?」 なんて、反

問されたら、どうしよう。実際(何の権眼だってない。でも

蠅 がない。ままよ iと電話をとる。

-27-―
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しどろもどろに、 3期のOBから現役ほ頓ん

でくれるよう連絡が入っていること、そして、

現役とはあまり関係がないけれど、遭難対策を

現場で見てくるのもいい体験になるのではない

かと付け加える。

「ハイ、あたってみます。」で電話が切れる。

第 1郵鞭険鼓Lだけど、今度tよ 本当にでかけ

るとなったらどうしよう。また違う不安が募る。

<責任>におしつぶされそうになる。

頃合をみて、佐川さんにかける。ずっと話し

中だ。かわいそうに、あちこち当たってくれて

いるのだろう一連絡費を前もって渡しておくべ

きだった。剣岳の事故の翌年に入部している彼

らの方力ヽ <遭難>にはびっくりしてしまうか

もしれないのに。

ようやくつながる。時、10時半過ぎ。

「明日動こうか迷ってぃるのがら へっ その次の

日からなら、何人かは動けます。」

寺崎さん方へ連絡をいれる。高島さんIJ尋宅

された後で、遭難者の甥という方が電話に出ら

れる。

「今の所、県警の方と捜勅 ■o人程。明日が

正念場と思われるので大手が欲しい。明日は

5時半に魚津署へ集合して欲しい。それに間

に合わないようでぁれこま 以後1封難警犠辞)、

この自宅へ連絡をとって問い合わせて欲しい」

あちらのせっ返っ まった気持ちが伝わる■方で、

これだけの情黎に、どうと′て現役を走らせられ

るものか?:

因惑しながら、高島さん宅^、かける。まだ帰

宅しておられずt奥さんの選 羹

「ご迷惑をおかけしてぉります。先程現役の

友野さんからもお電話をいただきました。ま

だ更っておりません力ヽ 明日早朝こちらから

かけると申しておりました。連絡先は御 liさ

んと問いております。」

では、明日になってからということか ,
以上を、.人島さん、倒 :iさ んに知らせる。

5月 29日 びD
午前 6時半、高島さんより電話。

「今日の捜索により、捜索会議が 3時から5

時の間に行われ、以後の体制が決まりま九

その結果を 5時までには入れるようにします。

そちらでは何人動けそうです力、 」

昨日の匂 II主将の数字を伝える。

「 OBの方ではどうですか ?」

「あたっていません力ヽ 盤期の小久保さんな

ら高岡だし、チロル山の会に入っているので、

動ける方をあたってもらえるかもしれません」

この情報も、∞周年山行で個人的に彼と話をし

たから知っていること。OBの誰がどれだけ山

と関わっているものか 。何ら情報の整ってい

るOB会ではない。電話をいれても、狼狽と困

惑に染まるだけであろう一。

ともあれ、何人か動くとあれ ま 動く人逮の

立場はどうなるのか ?気楽な学生とはいえ、後

ろには親がいる。 トラブルに巻き込まれること

を喜ぷはずがない。やはりここは前醐 に連

絡と指示を仰がねば―.

午前 9時半、前田顧間の研究室へ電話b昨日

からの経緯、学生が動くにあたり、どうフォロ

ーしたらよいのか?大学へはどう対応すればよ

いのかをお尋ねする。

「それは連絡をいれておいた方がいいでしょ

う。遭難者の家族から、OBを通して出動を

頼んだのでよろしくとでも、学生部学生課課

長補佐の寺田さんに、前田から聞いたと連絡

を入れておいてもらうといいですよ。

他に動けるとしたら、コ ll君 らの代が一番

動きやすいんだが 、 丁度日曜日まで現役達

は斥候で、雷沢に入っていたんで、もっと早

く分かっていれ:よ そこからすぐ捜索隊に加

われたんですけどねえc」

メガ トン級の責任に押しつぶされそうな私には

うれこ′くなるようなアドバイスであった。
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.続ぃて、院生OBの石

'Hさ

んに、
―

の

物餞物曜研究室の電話で臨 .そ こで、明日か

ら動くといっていたのは彼らであったことが判

猟            ‐

1時日の佐川からの難 馨らの難 はみ

んな回して、動く用意をしています。お茶く

みでも何でも、現場
^行

って、できる範囲の

こと噸動きます。」    ‐

さすが建難を体験した期は対応が違うなと感は、

連絡が入りi短執 石川さんに直接連絡を入れる

ことにするから、と切る。

以上をまた、前日顧間に臨

「やっばりあの代はしっかりしてますよ。あ

と思い出したんだ沢 判 IIな ら毛勝は行って

ますよ.無 IEmFTの時、雷島沢てたま

たま会って、彼も迫悼に加わってくれたんだ

がヽ 毛勝へ行くと言うてました。富山化学の

山岳部に入ってるいうてたし。彼なら動ける

んでないですか。」

そうか!OB会に連絡が来ん来んというより、

顧間の方がよくご存じなのだ:頼ま
―

は

なく、山現般つ顧間にあるごとに就

Ю時半、高島さんは留守だった。寺崎さんに

動 けるc対勢鴫絹餃鳴都警む時って議 して

いること。フングルの顧間にも連絡をいれてあ

ること。もし自動が必要であ凛 学生課へそ

の旨の遭豫り山して欲しいこと。

■寺崎さん旗 は中配の方が醸自熙男lき受け

ておいでれ

際 R捜 索隊の隊長に、金大の山岳部 (:)

にも

…

いうと申し上げたとこ釈

毛勝は雪山
―

うだけてば間に合わな

い。毛勝へ入らたこ|のぅる者で|:lと動い
.

てもらうまにはいかないとおらし
=ら

ており:

まレ
～
:私共も、.|う あきらめてはおります

がヽ物 結果を聞いて改めて1鞍 いれ

させていただきますので」

ここで、高島さんからの電話がはいる。顧間に

連絡をとったことし学生が動くにあたってほ

寺崎さんから学生課
^要

請を入れてもらうよう

頼んだこと。待機しているのは院生OB達であ

ること。

「きっきの電話では、毛勝の経験者でないと

一―ということでしたが―――」

「雪山―
は有るんでしょう?」

「ええ、ありますカキーЪああ、あと19朔の早

川大善さんが富山化学の山岳部にいて、毛勝

の経験もあるそうです。」

暗 山化学ならわかるから、連絡してみます」

―→勤ル ニヾックなんだから、話が食い違ってく

るのも仕方ないか―Ъさて、 3時まで、何か抜

けていることはないだろうか?

午後 1時。こういうことでは、役員中誰よリベ

テランであろうと、栂さんにかける。昨日から

の経緯と、

「今のところ連絡の便をとるという立場で動

いてはいるけれど、他に何か思いつくことは

ありますか ?」

「早サ11の ことくらいで、ちょっと思いつかな

いんです力ヽ 捜索が長引くようであれば、自

分も都合をつけて加わるようにしてみます。

今日、明日というわけには一。それに、今の

時期の毛勝となると、IEEい って怖いですね」

対策会議の
― rdいてまた相談することにし

て切る。

午後 2時。高島さんから電話。

「対策会議はまだだ力ヽ 今のところ、地元山

岳会が爵名ほど。他にベテラン勢が∞人は集

まっているそうです。どうやら動いていただ

かずにすみそうです力ヽ 会議の結果が出てか

ら改めて一」

とのこと。
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稀 _3時半、寺崎さんから電話.

「只今魚津署におります力ヽ 隊長のおっしゃ

るには、今一番危険な箇所の捜素にあたって

いる。二重遭難の恐れがあるので、入らない

ではしい。 2-3日 して、それ以外の広範囲

に捜索を広げる時にはお願いするようにとの

ことでした。私共、隊長のおっしゃるとおり

で動いておりますので、そうなりました時に

は、改めてよろしくということでお願い致し

ます。」

一それは、もう<遺体>の捜索を意味すること

でもあり、淡々とした日調のri4に 、無念さがに

じみ出ていた。

以上を、石りilさ ん、前田顧間t大島会長、栂

さんに4ヽ
午後 5時近 く、高島さんから

「 もう、待機噛韓いたんですね?お世話にな

りました。改めて、皆さんにおネLに行きます」

とのこと。

長い、重書しい一日だった

5月 30日 0り

こちらの新間には何も載っていない。高島さ

んの所へかけるのも、まして、寺崎さんにかけ

るのもお気の毒で、魚津署へ

「待機中の者だが」

とかけてみる。今日も見つからず、明日も捜索

隊力咄 るとのこと。

5月 31日 鋪

午後 5時、高島さんが寄っていかれた。悪い

結果になりそうな経緯と、溜まった仕事にご憔

悴の様子な力{ら、

「待機していただいた方々によろしく。」

と金封をことづけていかれる。

快い返事で応えてくれた彼らへの、せめても

の気持ちとばかり、すぐ届けに

`子

く。

「動いていないのに」と彼等 l■eし てぃた

力ヽ 現役主将の御 !|さ んには部への寄付として、

院生OBのコ iiさ んには、安1岳追悼への寄付と

して、受け取ってもらった。

この日の昼、役員でグループ藪のメンバーで

もある久富さんは、経さんから

「今度の週末は、毛勝へ行くことになるか

もしれない」

と聞いていたそう。

また、前日出したOB会段員通信により、今

日は、OB会役員全員にこの遭難ιま伝わってい

る。

6月 2日 ζひ

天候と新聞を気にしつつ日が過ぎる。

午後 4嘱  高島夫人から霙覇舌。

「寺崎さんが見つかりました !生きておいで

ました |」

午前中に見つかったのだそう。でも高島さんが

東京出張中で、こちらの連絡先がわからず、さ

っきやっと連絡がとれて、お知らせできること

になったとのこと。

こんな連絡はうれしい。電話をとった誰もが

驚き、喜んでくれた。

それから夕刊を広げ G印 にはわずかの

記事であった力う そして考えてみれιま ひたす

ら電高議弩 き交っただけのことでもあった力ヽ

思わぬつながりのあった遭難者無事救出の記事

を、何度も読み返してみたのだった。

償 山新聞は 爆期松林 知‐さんに入手して

いただきました。)
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奉 山 轟 の F―
赫 議 麟

*はじめに

私は零成7年 5月η日 0に 日帰りの予定

でalb e,40に 登るつもりで

―いし、間違って大明神山に登ってしまったため

時 に阻まれ 量 なくビパークを豊鍼 らヽ

れ、入山7日 目に県警山岳警備隊により教助さ

れました

救助される際t隊員より説明を受けるまで、

私の登ぅたのは毛勝で、今いる場所は毛勝谷の

交流の一つだと思っていたお粗末さで、いささ

か恥ずかしく思っておりま九

この度ヽヨ山中 高島社長より、遭難救

助出動のためにスタンバイしてくれていた金沢

大ワンダニウォーゲル部の会報にこの遣難の経

緯をお載したいので、是非記録を書いてくれと

依頼された今回の通弾には内心任促たる思いの

私としてはお断りしたかったのだがt遺難当事

者として反面教師になれば、今後の選難防止の

一動になるのではないかと、恥をしのんで執筆

をお引き受けした次第である。・
‐‐

山が好きな若い感 この記録により、少

しても鰤 を心掛けていただけるようにな

ればヽ私も嬉しく思いますぎ

*疑ヨ瀬山耐臨要

毛勝山0,41輸 )ι潤ヒア剣岳の北に位置しヽ 北

より南に、無 釜谷山e,41M、 猫又山 (

2,3780と郷 、この動 獅 して

…と呼んでいる。

この山には¬般的登山路l■Rく、雪渓を利用

して登頂になる。毛勝の雪渓中 ,200mで、

日本三大雪漢の一つとして有名な白馬大雪渓で

も600●だから、この張大さがわかる。

この山は日帰りで高山気分が堪能できるので、

環ψり神の覆J翼黎こ

…

、

故深田久弥氏も、この山を日本百名山の中に

入れたかったらしも、

― 山路である阿部木谷―ポーサマ谷往復

の増念 登り却嚇醸汽 下り3嘲駐 ある。雪

が落ち着き、アプローチの構 車嫌 り入れ

が出来る5月 中旬より、雪渓上にクレバスが発

生する前の6月 中旬まで

…

ある。

戦後の遭難事故ι餅 で、 9人

―

出

しているという。      |

*5月27日 0晴 れ  第 1日目

3:猫繁 3:50自宅 鰤 開 発 途中

のコンピニにて、オニギリ、クリームバンを買

う。小杉 ICよ り魚津 IC(48鋤 、途中道

を尋ねながら走るので時間卜かかり、片員山荘

掛 欲 讐で動 た楡 襲 薦 昔5:畿 そこ

に膠 摩ナンパーのヮゴン車に、5-6人の人

達が出発の準備をしており、お先に出発する。

(5‐:500

体調に天気共に良好で、ポカスカ歩く。最後

の砂防堰堤に取り付けられたタラップを降りる。

途中アイゼン着用t休憩無しでドンドン登る。

きつい登りだ:シュカプラの窪みを利用して登

る。ガイドブックの説明にしては急な斜面だと

思いながら登る。

― 10:4a■L11侃 榊 ッメが

急であったことと、ビークが右側に見えたこと

から、登ったのはポーサマ谷ではなかったよう

だ:頂上はだだっ広い雷原で、15a角の三角点

があった。あとから来る攀 ちながらス

ケッチでもしようと思ったがt風が強く、寒い
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ので、早力に下山することにする。

地面か顔を出した三角点より雪口まで1.諭程

の高さがあったので、ビッケルでコ卸角の階段

をうけて登る。            |・
案内書によれば、ポーサマ谷稜部より頂止ま

で約5分とあったので、下り始めて約 5分程の

所にあった右側の大斜面を下る.

踏み跡や、グリセードの跡のようなものが見

える。グリるにはいささか急すぎるので、アイ

ゼンを外さず0こ快通にドンドン下る。

途中雪渓の麟 所があり、右岸の山菜の多

い灌本の中を歩く。しばらくして、やはり雪渓

が崩れており、右岸の滑りやすい草付きの急斜

面をへつる。下は滝で怖い。滝を巻いた所で雪

渓に下るのだがヽそこに中1間程のシュルンド

があり、思い切って跳び降りる。

雪渓上で小休上して考えた ここまでのコー

スがこんなに悪いのだから、この下はどんな悪

場があるかも知れない。未知の谷は下るなとい

うのが山の鉄則だから、こLp■Lこ の谷を下る

の融 こい二と1登り選すごとに

'二

:'|
′'il:   1」  '「

空腹だったので食事を摂ることにする。入山

時に持参した食糧|ま オニギリ4i欧 クリーム

パン1個tカ ンパン1袋ヽコンピーフl缶、チ

ョコレート、バター鶴Й施欧 ウィスキー1脚∝

で、既に、オニギリ2個とバンは消化済み。

夕食はオニギリ1個のみ。寒いので、着替え

の長袖シャッ、モモヒキ、ノヾンツ、靴Tなどを

総て着潟する。セーターやゴアテックスのコー

トも着込む。設 ,000と して,温度低下1艶家

下界の最低気温が15度として、氷点下にはなら

ないだろうと計算する。念のためにゴンスケ (

尻皮、尻敷き)を背中に入級 タオルを首に巻

き、毛糸の帽子を被り、軍手とスキー手袋をは

める。ザックの物を総て出し、足を入れる。

9時就寝:明日の中田君と河原君との荒島岳

山行が気になる。美恵子、心配かけてゴメン、

明日は帰るから。疲れで暫くまどろむ力ヽ 寒さ

ですぐ起きる。ウィスキーを少し飲んで体を暖

めて 2時間程眠れた。寒い !ま だ 1時。朝が待

遠しい。寒いのでローソクをつける。ローツク

も手をかざすと暖かい力ヽ ッェル ト内はほとん

ど暖かくならないようだ。下界の暖かい布団が

恋しい。丸く縮こまって、朝までガタガタ震え

ていた。

*

5時起床。朝食はオニギリ1個はツェルト撤

収後 6時出発.猛烈な藪漕ぎ。 7時崚か雪の稜

線上で、剣岳方面から頭吐にヘリが飛ぶ.赤い

バンダナをさかんに振る力＼ 気付いてもらえな

かった。

主峰まで行かないうちに、左側に踏跡とグリ

セードの跡らしきものがあり、ルートと判断し

て下り始める。

ところがこのルー トカ滋者で、途中逆層の岩

場などがあり、そこをビクビクもので通過した

が、その先にも悪場が数箇所あり、最後の本雪

渓に下る所はおよそ関―鋤mの断菫で切れ落ち

ている。とても下れそうもないので、:iき 返す

ことにする。雪が緩んできたのカサψ鶴 りヽな落
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2時より戻り始め、途中雪渓を 2本間瞳え、

また戻ったりしながら登り続けた。

やっとの思いで稜線上にたどり着いたがtガ

スってきたため、場所不明。 6時半であったし、

天気もあやしげで、なにしろ13時間近くも歩い

て憔梓し切っていたので、稜線上の笹ヤプの中

でビパークすることにする。比較的平 らで凹凸

のない所にツェル トを張り、 2m角のビニール

シー トをフライとして張る。ツェル トの近くの

雪面に生えていた立本に、赤いバンダナを結び、

レスキューのための目印にする。



石に会しヽ 肝を冷やす。先程の逆層の岩場では

足を走らヒ 5-6鵡 した 滑落の瞬間に

体を回転させたので、下の半畳程の岩田に尻と

尾てい骨をしたたかぶつけてしまった。 ´

岩朝の下は急な切れ込みであり、ホッとする。

痛さをこらえながら、ス この沢を登りつめ、

振,申しから基本的に考え直す必要がゃる一|、

頂上までガンドル。   |
頂上着2時じ今日は日曜日で、他の登山者が

いるかと期待したがヽ誰もいないのでガッカリ

する。              ■.

暫く待ってみたがt誰も来ないので、仕方な

く,人で下ることにする。昨日下った大斜面を

避けて二つ日の大斜面 じ分、ポーサマ谷一と

思い込んで)を下ることにする。踏跡らしきも

のもありヽ 間違いないだろうとドンドン下る。

すると 昨`日の雪渓の崩壌場所に出て、右岸

の山菜の多い道やtその下の高巻きの道もそっ

くりあった 昨日のルー トは間違っていなかっ

たのだ !途中、沢を渡渉したり、両岸が急でヘ

つりが噛陳ない薄くならたスノ∵プリッジ上を

コワゴワ通過したりしながら、今日は家に帰れ

ると期待しながら歩いていると、狭いV字谷に

出て、熱 ない。その先にか あって、滝

の手前にl― 々とたたえられている。

両岸を見ると、草付きのガレ場である:私の

鐘 でh樋測にる酢掛螺 なヽ晩 魚
「

嘴 .

場をへつって滝の向こう側に行くにしても、準
の中 の状況もわからない時 l調押諄
できなも、 もう本当にガッカリして、途方にく

れる。

仕方がないので戻ることにする。しかしこの

辺は谷も狭く、傾斜もきついので落石の危険が

多く、テン張ることは危ない。関勧躍登 り、船

m程の中の雪渓の左岸にツェル トを設営するこ

とにする。ツェル トを張った所は雪面上に落石

もなく、上の斜面は草と達木が生えていて岩石

もほとんど見えないので、落石の′顔塁はないだ

ろう。ただ、蒙雨が降った時は土砂崩れの心配

があるが一.

緊 の勾配は繕構あり、ビッケルのプレード

でならすのに書労する。整地したところで、付

近の雪渓上の流本や倒本、稚の葉をツェル トの

下に敷きつめ、ビニールシートをフライにする。

夕食はウィスキー少々 (こ れで終わり)と、

コンピーフの缶詰のみ。今日3は ルート途

中の雪渓の崩壊箇所で山菜の生えた灌本帯を歩

いている時、♂ヽりが下流の方向へ飛んで行き、

赤いバンダナを振ったが気付いてもらえなかっ

た。今日中に帰れると思っていたのにガッカリ

だ。就寝 7口宇乳 お尻が痛むのと、寒さで、や

はり眠れない。

*5月
"日

明 )晴れ  第 3日 目

起床 4時。今日も熱 、日帰り山行となれば

今日は遭難2日 日.昨日のヘリは何のために飛

行していたのだろうか?私のためか?又は他に

選難者があったのか?も し私の為とすれば、選

難2日 日で打ち切るわけがない。

よし !今日はヘリに発見してもらうぞとハリ

キ′%高い枯木を見つけてきて、それに赤いバ

ンダナを結び付け、救難旗にする。2m四方の

ビニールシートを雪渓の上に広|ス ト牢からで

も日立つようにし、紫色の目立つザックも外へ

出した。

午前中に下に水が流れている雪渓上のテント

場では危険だと思い、左岸の草の斜面のテント

適地を探していたところ、ウドを見つけた。

シメタと、 4-5本ビッケルのプレードで切

って帰った。生でかじったが旨いものではない。
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しかし、空腹峨 たせた。残りの食糧―カンパ

ンI豫塾 督116砲L

今日、夕方まで 1度もヘリを見かけず。やは

り昨日のヘリは私の捜索のためではなかったの

か ?それとも未だ遭難届を出していないのか ?

又は捜索、救助の費用が高 くつくので断ったか

?ま さか一。様々な疑間が頭をよぎる。美恵子

に何かあったのか?家族に何かあったのか?そ

れで届が遅れているのか ?下界で、すぐに帰っ

て来るだろうと楽観視して届が未だだとすれιよ

いささ力洵亡配 なことになる。食糧も乏しくなっ

てきたし、このテントサイトも決して最良とは

いえない。

風が強いし、雪の溶け方が早いため、毎日の

ように下地をならし、ポールやペグの打ち直し

をしないといけない。右岸の水場の下は雪渓が

大きな穴を開けており、草付の急なガレ場は水

汲みに危険このうえもない。又、大雨の時のツ

ェル ト上部の崖崩れもえ潔 だ。

家ではあまり心配していないのかな?美恵子

はどうしているだろう。子供達は?中圏君、河

原君は?兄貴は?

霧側嚇時ヽ 米ないとなると困った。あの滝を通

遇する自信 tまないし。T般登山者が入山するの

は亜曜、日曜で、しかもこれだけ雪渓の崩壊が

進めば、入由者は皆無かもしれない。

こうなれば自力敗出、強行突破しかない力、

しかと′危険影 過ぎる。滝を下らないで、尾根

を下るか ‐この尾銀の下部略 力＼ 不安定な草

付の囲 で、登るのは容易ではない。では、

もう一度ピークまで登り直すか? しかし、こ

こまで来る間にも沢Im悪場があった所を、体

力、気力、食糧のない今、無事通過する自信が

ない。途中バテて身動きが取れな くなった時、

安全なビパーク地が見つかるか?

総て悪く考え、前 進ヽまない。ウツウツと一

日樋 ごす。夕方(腹の具合罐 ι‐1.硼 ひ

どい。生のウドのせいか?夕食は抜き。未だ暖

かい時に寝ておこうな就寝6時半。

*5月 30日 (火)晴 れ 第4日目

テント場も設営後 2日 たち床が痛んできたの

で、少し下の箇所に移すことにする。イッケル

で斜面を整地するのだ力ヽ 空腹で腕に力が入ら

ず、少し動いては2-3分休み、ユルユルと仕

事をし、 2時間近くかかって完成する。

今度は床に倒木を敷きつめ、その上に樅の葉

を並べるように敷いたので、良い床が出来た。

生のウドで懲りたので、今度は煮て食べるこ

とにする。ウドを斜めに薄 くスライスし、アクレ

ミカップに入れ、水を勲N乳相餞 カップの底

についた水気を拭き取り、ガスコンロをアルミ

ホイルで被い、炎を最小限に調節して沸躊後は

すぐ火を消して余熱だけで煮れ

ガスポンベは1本しか持っていなかったので

極力節約を図ることにし、暖房には一切使わな

いことにした。           、

一理Jα瑚副利時の入っていないウドl」

～
床く、

もどしそうになるのを無理矢理食べた:私はこ

れを「ウドの真水決き」と名付けた。これを食

べると、下界でどんな不味いものでも喰えるの

ではないだろうれ   ‐

今日も終日、昨日と同じパターンで過ごす。

ヘリ暇 も全然見えず。おかしい:捜索願い

を出していないのだろう,か ?美恵子は、子供達

‐ 底 中田君、河原君lよ 兄貴は、会社の人底

誰も疑間に思わないのだろうか?下界の状況が

全然わからない。携帯ラジオを持ってこ挙な?
たのが悔やまれる。ただ、ここは定期航路とみ

えて、ジェット機がよく飛ぶ。その度に空を見

上げて手を振る。視力 2.5の乗客力ヽ なヽいだろ

うか?
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こうなったら滝の強行突破を図ろうかとも思

ってみる.でも未だ死にたくはない。死体で早

く帰るよりも (死体も発見されないかもしれな

し,t遅くとも生きて帰る方施 だヽろう。い

ず工 しても皆様に迷惑のかかる話…・fFのだか

らTと居直る. :

… …

や、玉東 金承 前臥

中野達や環役の誰かに連絡すれば、すぐ遭難対

…

して行動に移してくれると思う八

美息子も気が動転しているとすればヽそこまで

…

ないだろう。          |
.いっも出発前に家に置いてくる山行計画書を、

数日前からの忙しさに紛れて誠 かったのが

悔やまれる。どうしてよいのかわからない気持

ちで温

夜中にドシャプリの雨:そのうちに雷が鳴る。

稲洸より雷鳴まで1秒から2秒.5hから700m

か。近い !怖い !ッ ェルトの外にビッヶルやア

イゼンがあるので心配だ。かといぅて、それを

逮くに置きに行く勇気もない。ただただ小さく

なづて神に祈るのみ。雷は2時間近くい たヽだ

ろうかしその間t生きた心地がしなし、 もしこ

こで死んだら、美恵子ゴメンと言うの仇 最後

い て、町人が武士に向かって、「エ

エイ斬れるものなら斬ってみな !」 とぃう心暁

になっていた。そのうち、雷雨も畝 朝:生
きていた !神に感謝する。

*J31日 (水)晴れ .第 5日目  .
4時起床:いつもながらにツェルトの内画が

結露して、その水滴が落ちて衣類が濡れている。

これは何か対策を練る必要がありそうな

今日 晴ヽ潟 今日は良ι博崎らった まず、

右岸の水場近くてフキを見つけたこと
`今

まで

…

、:夢
中で水を汲んでいたので気付

かなかった `ラ キはウドと同鞭 煮て食べ

た八 ‐ウドより美味?であった。それ以後ウド

ltILめた

今日も
'書

獅〕は全然開И彫な1先 神に祈りた

い気持ちだ。どうしよう。

午後になってヘリの飛んでいるのが見えた

夢輌 手を振る。

…

かったようだしし

かしそのうちに、だんだん近くを飛ぶようにな

ったしいつも、いつも、もう大きく手を振って

大声を上げて呼ふ。近く― でも生憎ガスが

かかっていて、こちらから機影がかすかに見え

る程度だったりして、気がついていない風だ。

子のうちにヘリや飛行機押吹く飛来するよう
になった,も う夢中で手を振る。最後はやはり
気がついたようだ。ょかった

`助
かったるこれ

で帰れる。夕方なのに救勁にきるのだろうれ

転

4時頃になぅと総ての機影が消えた。外で7

時頃まで待ってみるがt何も来ないのでツェル

トに入る。空腹を覚えたのでフキを食べる。フ

キは,ドよりもまあまあ瞼える。しかし不殊い。
せめて塩でもあれ騰‐Ъ牛●尋はこれには 不
味いも腱 、よく喰っているなァと、妙に月闘ヽ

する。子タモタしていたので消燈は9時。やは
り寒くて眠れなし、明日は下界か。嬉しい.

夜中に盛 聞く。女の人自H可榊 か

数え項のようなものを、短いフレーズて繰り返
し歌っていぅ声が聞こえる。多分、いつも■定
でない強弱のある沢の流れがそういう風に聞こ

えるのだろうと、頭の中で理解していても、や
はり椰 、それを打ち消そうと、大声て自分の

知っている歌蟹吹1端けれ

やはり精神的に少しまいっているのだろうれ
ガンパレ!助けは来る。

来6月 1日 (本)晴れ  第6日 目

起床5時1朝食鮮フキの
― き。今日も晴

れ。幸運なのは 夜に降っても日中晴れること
だ。ツェルトの内側は外気温との差でベットリ

結露し、子れが寝ている衣類の上に落ち、朝は
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水浸しになってしまうかヽ 日中お天気だと、そ
れを乾かすのに好都合だ。

サァ!今日はヘリが来るぞ。期待に胸を膨ら

ませて外で待っていると、 8時船分、ヘリの音

がした。来た !いよいよだ。ヘリは近くの稜線
の卜牢を飛んでいる。私はあわててツェルトを

畳み、ザックの中に押し込み、他の装備も鳳
ザックを作った。

先程のベリはやがて姿を消し、その後違うへ

りが来た力ヽ それも去って行った。私はどうい

う′醸力穴 ヘリを見ながら残り15個のカンバン

を全部喰っていた。山の上空t殊に谷筋は風が

強く、乱気流があって、ここに入って来られな
いのだろうか?特に遭難者を救助するとなると、

15-"秒の空中でのホバリングが必要だろうか

ら、なかなか難しいのかもしれない。

あア、ガッカリだ。こうなれば地上からの救

助しかないのだろう力、救勁隊を編成して出発
となると、ここへの到着は早くて昼過ぎ力、遅

ければ今タカ、何かウッチャリをくらったよう

で、沈みこんでしまう。昼過ぎ、ッェルトを張

る。

山の良さ|よ 自分の意志で入山し、自分の意

志で好きな時好きな場所へ下山できること一だ

と思う力ヽ 下山力測わない山というのはむしろ

憎たらしいくらいのものだ。今回この山に入っ

た事を後悔し始める。

4時頃よリフテ寝の昼寝:暖かいので割合よ

く眠れる。夕食はフキの真水炊き。

7時就寝。ゃはり夜中に幻聴を聞く。

*6月 2日 (0晴れ  第 7E目

邸嘲自札 朝食はフキ。昨日カンバンを全部

食べてしまったことを後悔する。何翻 の道

はないだろう力、少し時期を失した気もする。

体力が急速に衰えたのが分かる。     i
ツェルトの側にポンヤリ座っていると、下の

方から、

「オーイ !ォーィ !テ ラサキサーン」

と呼ぶ声。私との間にあるクレバスの向こうに、

6二 7名のパーティーカi見えた。私は立ち上が

り、夢中で手を振った。私はロカ藩 いので、日

を凝らして良く見ると、3人のパーティーだっ

た。

す人の人がクレバスを避l大 左岸の崖を高巻

きして小走りに登ってきた。

「寺崎さん?」

「ハイ」

「メ5した?」

「ハイ、大文夫です」

の会話の後、 トラシジ‐バこそ連絡をとり始め
た。

「 こちら県警山岳救明塩

…

遭難者

魏

「遭難者lま生存しております。生存です」

「比較的元気です」

の連絡に、嬉しさがこみ上げて来た。隊員の日

に焼けた精停な顔つきと、ガッチリした体つき、

敏捷な動作はたのもしく、正に神々しくもあっ

た。                 |
iいへっていないか」

と問かれ

「へっている」

と答えると、弁当を出してくれ

「沢山食べるともどすから、少しにしておきな

さい。柔らかいものを食ヽなさい」

と言われ、里芋 3つとオニギリ半個を食べた。

あの味は

…

られない:    |
その供 勒 外の装備はテント場|こ残し、

アイゼンを着用徹 隊員にザイルで確保しても
らいながら雪渓を降りヽ クレバスの高巻きをす
る。滝の手前の狭い力ヽ 比較的平坦な雪渓上に
ヘリが嗜地し、私,人が乗り墨 、
ヘリに乗り下を見ると、沢山の人 が々株道に

居り、ヘリを見上げていた。その時はじめそt

皆さんの愛情と献身的努力を強く感じた。
ヘリからりじめる初夏の陽に輝くたんぼや蒙ル

を見た時、嬉しいようなt切噸いような気持ち
で、目頭が熱くなるのであった。     |
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*あとがき

1.― はt中田・河原両君のおか漿 、
|

入山翌日の日曜日早朝より、県書

―により始められていた。   .
2.私は 時 より、誅 ボーサマ谷

より毛勝山本峰に登り、往路を帰る予定であ

った 難 眠 船 よリオ朝には疎r月日諄谷

に入るべきところを、南の大明神谷に入って

しまい、大明神山に登っていた。捜索隊に発

見されるまで、毛勝山に登ったと思いこんで

いたのであった 1泊目のビパーク地点眠

大明神画面緬臥 標躍 ,側国助韓 2-6日

日のビバ‐ク地点劇 朝俗の標高日剛晦記

3。 今回腱蒲薗助に―
いただいた方々は

鰊 ユ 椰

組 入善の響鬱麟駄  自1椰な

い   高岡カラコルムクラブ、

高岡市役所山森  高岡ハイキングクラブ、

鰤 ヨット協

“

筆、

並びに各個人的有志の方々です。

4.動 の初期は、主に、枷 一猫又山、

日部木谷、毛勝谷、小黒部などを集中的に捜

索したため、小沢谷醸 になっれ

5。 私が山行計画書を書いていかなか●凛

出発時間が早過ぎた事         ・

女房に云らてあった帰着時間の19時迄が長す

ぎた事

から、快晴でもあって、猫又山まで往復をし

たとの推定がなさな

一

らてし

まられ

6。 コースを濶腱えた原因と、対策

a単独行であっ鳳

b事前のルー 冒購駄 研究が不充分であった

c初めその山であるにもかかわらずヽ―
‐歩いてしまっれ 脚 ある他のパーティ

ーに追従していくべきであった

d休憩もせず、脇日もふらずボカスカ歩いて

しまった義

e時々立ち止まり、周囲費 るなり、 2

万 5千の地図とコンパスを読むことを怠っ

た。

f各雪渓の分岐ではヽ 時間をかけて、正しい

コースをじっくり考えるべきだった

g早朝の墜雪の踏跡は残りにくいし、日中の

太陽で溶けて消されてしまうので、自分の

歩いた道を戻る可能性のある時は、倒肝晏

所に目印をつけておくこと.

五5-6月 の雪面は、雪玉や岩のころがった

跡がグリセードの跡に見えたり、シュカプ

ラ枷 足跡が人の踏跡と錯覚場 いので

減

i自拐に)1貼聟地の

“

載:ι薇 粋 で雌

跡 ないので難しい。稜線やピークでこ

そ、この確認が大軌

j谷や雪渓では、登りで迷いやすい。逆に稜

線や尾根では、下りで迷いやすい。

欲い っ蹴

万が‐のそれぞれを考えて装備を用意すると

荷は嵩張り重いものになるので、自分で担ぐこ

とを考えると、程いということになる。が 今ヽ

回の道難で、あれば良かったなと思うものをあ

質 みる。

1. トランシーパー又

…2.携帯ラジオ

3。  櫛

4. 稽疑贅富十

5_塩

6。 山岳遭難保険

そのほかのこと

今回救助されて下界におヒ1ま 2-3人の方

から

「何故くのろし>を上げなかったのか?」

と問かれた 雪渓上には日本がゴマンとあって

燃やす物は沢山あった。のろしを上げるという

ことを思いつかなかぅたの:よ 私にインディア

ンの血が流れていなかったせいか―それは冗談
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にしても、のろしは自分の位置を知らせるに0ま

良い手段かもしれない。雪渓上なら山火事の心

配もないだろうし。

余談のうちだ力ヽ 山中の7日間で 5聰減った

体重は、帥数日ではぼ元に戻った。尾てい骨骨

織 図(fl「静]グLFイ

免た 離人
Frfぅ

折も未だ痛むかヽ日常生活に支障のない程回復

した。

終わりにあたり、今回の運難に際し、皆様方

から受けた数 の々御厚情に対し、心よりお礼事

し上げます。

ありがとうございました。

新
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２
塁
禁
】
〓
痢

の
谷
筋
に
な

渠

先
鍵

暑

量

っ
た

慾
緩
箋
輔
難
響
難
奎
襲
茅
七”藁
輻
難

|ヽ
ユ■ザ考

「   ′ノ
島釧 :撃 赫

「
搬

上市町I W｀

山
菜
食
べ
飢
え
し
の
ぐ

「助
か
ら
な
い
」
と
恐
怖
心
も

一金
救
急
セ
ン
タ
ド
で
診
栞
を
受

け
た
寺
崎
さ
ん
は
ベ
ッ
ト
に
横

た
わ
り
、
日
燒
け
し
た
顔
に
や

っ
れ

‐が
尋
ｐ
摯
ヽ
も
の
の
、
一九

気
な
口
調
で
生
量
ま
で
の
経
緯

繕

た
寺
崎
さ
ん
は
日
帰
り
の
予
定

で
人
山
時
に
お
に
ぎ
り
四
個
の

ほ
か
、
仕”
（
ン
ヽ
コ
ン
ピ
ト
フ
、

あ
め

玉
二
十
個
程
度
を
持
参

し
て
い
た
「

コ
ン
パ

ス
や
磁

石
を
使

っ
て

い
た
が
、
道
に

迷
い
、
二
十

八
日
夜
、
谷
を

下
る
途
中
で
約

五
房
清
落
し
（

て
し
り
を
強
く
打

っ
た
■
は
■

．

悪

じ

要

憲

静

肩

晏
ア
イ
エ
爾
一リ
ピ
バ
Ｌ
７
）

た
０　
　
　
　
　
　
一一
　
　
一

日
中
の
気
温
が
約
六
度
だ

っ

た
■、あ

Ｑ

防
寒
果

ぶ

っ
ば

を
看
て
お
り
、
テ
ン
ト
の
中
で

寒
さ
を
し
の
い
た
「
持
参
し
た

食
撻

二
昌

麗

を
ヨ

フ
キ
や
ツ
ド
の
出
粟
を
孫
っ
て

食
べ
た
。
当
初
は
生
で
食
べ
て

下
痢
を
し
た
が
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

「無
事
で
良
か
っ
た
」
銀遜

病
院
に
駆
け
付
け
た
長
の
受

恵
子
さ
ん
■
９
は

「夫
が
見
つ

か

舞

ら
い
間
、
い

？

憲

こ
と

が
頭
を
Ｉ
受
両
垂
Ｆ
ｙ
句

無
事

で
本
当
に
良
か
っ
た
」
と
涙
ぐ

ん
抒
ヽ番

言

像

〓

尤

に

コ
調
ヴ
再
だ
塾

喜
Ｆを

け

ふ

、
済
憲

薯

〓

様
子
で
黙

っ
て
い
た
と
い
う
。

豊
山
口
に
は
毎
日
、
家
族
が

詰
め
て
お
り
、
兄
の
寺
崎
敗
夫

一，
径
こ
か
２
習
あ
種
告
子

婆
麗

菫

一

か
っ
為
　
　
　
　
　
一
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昨年、石川県によって選ばれた自然百景が、ti.
1冊の写真集になりました。

1葉の写真が語る自然の美しさ、優しさ、厳しさ
この1冊が、ふる里の自然の素晴らしさを語ります。

C躍電飛郷反 (タデ2・42文ョコ2160品m)
●定価3200円 (税込み)1~

パ
ツ
ク
ナ
ン
パ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
は
さ
み
込
み

の
ハ
ガ
キ
に
号
数
と
籍
数
を
明
配
し
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

第
ｎ
号
　
特
集
―
島
を
探
る

第
誓

，　
特
集
―
川
と
遊
ぶ

第
１３
号
　
特
集
―
里
山
を
楽
し
む

第
１４
号
　
特
集
―
街
を
歩
く

第
響

，
　
特
集
―
奥
山
Ｌ
崚
し
む

第
曽

，　
特
集
―
海
饉
潜
る

第
暫
プ
　
特
集
―
田
園
に
学
ぶ

第
響

，
　
特
集
―
九
十
九
湾

第
響
下
　
特
集
―
北
部
自
由

第
響

，
　
特
集
―
犀
川

創
刊
号
　
特
集
―
キ
ノ
コ
の
王
国
　
　
第
１８
号

第
２

，
　
特
集
１
野
鳥
の
王
国
　
　
第
響
〓

第
Ｅ

，
　
特
集
―
恐
竜
の
王
国
　
　
第
響
万

第
菖

，
　
特
集
―
渚
の
王
国
　
　
　
第
２．
号

第
二

，
　
特
集
―
温
泉
王
国
　
　
一
第
馨

，

第
６
号
　
特
集
―
け
も
の
の
王
国
　
　
第
２３
号

第
Ｚ

，
　
特
集
―
山
薬
の
王
国
　
　
第
響

，

第
量

，
　
特
集
―
自
山
王
国
　
　
　
第
２５
号

第
９
号
　
特
集
―
薬
草
王
国
　
　
　
第
響
ぢ

第
１０
号
　
特
集
―
鯨
の
王
国
　
　
　
第
響
∵

特
集
Ｆ
潟
湖
を
巡
る

特
集
―
土
と
い
き
る

特
集
―
水
の
な
か
れ

特
集
―
風
の
よ
う
に

特
集
―
雪
に
舞
う

特
集
卜
彩

特
集
―
涼

特
集
―
音

特
集
―
光

特
築
―
医
王
山

‐

石川県のゆたかな自然を収録した写真集ができ

ました。上馬さん、IIEさ ん、舟田 (醐の人はしゃ

ぎの入旨Dの 写真も収められてぃます。今回、

著者割引に変わり郵送料無料という形で、金大ヮ

ンゲルOBにご提供できることになりました。

∈したより売れていないというの力ヽ 実情のよ

うでもありますカキ)        | ‐ |

同封のはがき (切手不用)を利用してお申し込
み下書ャヽ.整墓箇Lュ金ム旦立二塑0■と書いて
いただけますlt本と、上記サ‐ビスでの金額の
振込用紙が送られてくることになっています:1・

※当社出版物のご予約、お買 t｀ 求めは最寄りの書店
または、当社までお申しつけください。 ・ ■

郵 便 は が き

回回回□□
jl

鶴 1  行

ご住所             ■■____……

銘繭   .Iド,=1.歳
ゼ轟ご

・`
》

ヽ_=ノ

お率い上げ書店名  市区
町村     1   書店

重 のはがきの新 薔部  こ協力ありがとうこさいました

ロバックナンパーこ希望の方は、号数と冊数を明記してくださしヽ.

号  冊   号  冊   号  冊   号  冊

号  冊   号  冊   号  冊   号  鷹

国その他の当社出版物のこ注文

を  冊申込みます。
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石
川
県
教
委
は
十
四
日
、
金
沢
市
の
二
水
高
校

が
八
年
度
か
ら
二
年
計
画
で
取
り
組
む
校
舎
改
築
工

事
の
期
間
中
、
金
大
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
校
舎

つ
一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
Ｆ
避
学
の
便
が
良
い
市
中
心
部
に
あ
り
な

か
ら
静
か
な
学
習
環
境
が
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
自

羽
の
大
を
立
て
、
今
審
か
ら
口
と
交
渉
、
た
っ
て
の

要
請
に
国
測
も
理
解
を
示
し
‐た
。

日
立
大
跡
地
を

県
立
高
校
が

「間
借
り
」
す
る
ケ
ー
ス
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
金
大
同
窓
生
ら
も

一城
内
に
再
び
活
気

が
戻
る
」
と
、
無
人
化
、
荒
廃
防
止
の
面
か
ら
も
期

待
し
て
い
る
。

二
水
高
校
が
改
築
工
事
中
の
仮
校
舎
と
し

て
使
用
す
る
予
定
の
金
大
教
養
学
部
校
舎

＝
同
大
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス
鏃
地

金大QB「再び活気」と歓迎

県
教
委
庶
務
課
に
よ
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
校
舎
改
築
工
事

は
、
校
舎
を
半
分
ず
つ
取
り
壊

し
、
残

っ
た
方
の
校
舎
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
に
建
て
た

一

部
プ
レ
ハ
プ
校
舎
で
生
徒
が
授

業
を
受
け
る
の
が

一
般
的
だ
っ

た
っし

か
し
、
二
水
高
の
場
合
は

敷
地
が
比
較
的
狭
い
た
め
、
校

舎
を

一
部
残
し
な
が
ら
の
工
事

で
は
新
設
建
物
の
配
置
に
制
限

が
加
わ
り
、
生
徒
の
安
全
面
や

工
事
の
騒
音
な
ど
の
問
題
も
あ

っ
た
た
め
、
昨
年
度
か
ら
仮
校

舎
を
別
の
敷
地
に
設
け
る
計
画

を
立
て
、
七
年
二
月
で
総
合
移

転
が
完
了
す
る
金
大
城
内
キ
ャ

ン
パ
ス
跡
地
に
狙
い
を
絞
っ
て

い
た
。

県
の
金
大
城
姓
整
備
計
画
は

用
地
取
得
か
ら
七
年
後
に
整
備

に
着
手
し
、
同
十
年
後
に
市
民

に
開
放
す
る
と
し
て
お
り
、
計

画
自
体
に
支
障
は
な
い
も
の

の
、文
部
省
、金
大
側
は
当
初
、

■
城
内
の
校
舎
は
老
朽
化
し
て

お
り
、
生
徒
の
安
全
が
確
保
で

き
な
い
」

「貸
し
出
し
の
先
例

を
つ
く
る
と
今
後
、
貸
し
出
し

依
頼
が
後
を
絶
た
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
」
な
ど
と
し
て
難
色

８
年
９
月
か
ら
２
年
間

一
一
“
義
義
』
一

¨
射
”
嶽
い

一

て
提
供
し
て
ほ
し
い
。
校
舎
は

比
較
的
新
し
い
教
養
部
校
舎
と

し
、
安
全
面
に
は
十
分
配
慮
す

る
」
と
国
側
に
懇
請
を
続
け
、

こ
の
ほ
ど
、
よ
う
や
く
基
本
的

な
了
解
を
得
た
。

計
画
で
は
、
教
養
部
校
合
二

棟
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、

武
道
館
を
改
築
工
事
期
間
の
八

年
九
月
か
、っ
十
年
八
月
ご
ろ
ま

で
借
り
受
け
る
。
こ
の
間
、
借

・り
受
け
た
敷
地
、建
物
の
管
躍
、

整
備
は
県
教
委
が
行
う
予
定

だ
。

．　
県
教
委
庶
務
課
で
は

「交
通

一

一の
便
、
静
寂
さ
、
施
設
の
充
実

度
な
ど
か
ら
城
内
キ
ャ
ン
パ
ス

は
最
高
の
学
習
環
境
に
あ
り
、

二
水
高
の
仮
校
舎
と
し
て
何
と

一し
て
も
確
保
し
た
か
っ
た
」
と

一話
し
て
い
る
。

一　
こ
れ
に
対
し
て
金
大
企
画
調

一董
課
は

「国
の
財
産
で
あ
る
金

一諄
榊
椰
】
蹴
攀
れ
罐
藤
」
”
れ

一げ
て
は
し
い
」
と
し
て
い
る
。
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勘鯉
畷
橘
鸞
年
後
完
成
蝙
ざ
す

今
回
の
指
定
で
事
実
上
、難
工
事
の
自
由
ト
ン
ネ
ル
着
工
に
向
け
て
動
き
出
す
格
好
だ
。

来
年
早
々
か
ら
調
査
に
入
る
見
込
み
で
、
自
山
ト
ン
ネ
ル
が
め
ど
と
す
る
十
年
後
に
完

成
す
れ
ば
、
北
陸
と
関
東
、
信
州
地
方
と
の
人
、
物
の
流
れ
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

建
設
省
ヽ
来
年
早

々
か
ら
調
査

へ

道熱教椰霧“神凛凛ｒ臨斑一“疇だ藤諄だい脚駆餅駐嫁一〔率攣麹」ｔ警鎌難馨わ

自
民
党
筋
が
十
五
日
ま
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
高
速
道
路
と

一
般

国
道
の
中
間
に
位
置
付
け
る
地
域
高
規
格
道
路
の
計
画
路
線
に
自
山
ト
ン
ネ
ル
整
備
構

想
を
合
む
小
松

・
自
川
連
絡
道
路

（総
延
長
約
四
十
五
♂
）
が
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
。現
在
、同
連
絡
道
路
は
石
川
、
岐
阜
県
境
が
自
山
連
峰
で
遮
断
さ
れ
て
お
り
、

〇
‐
八
〇
♂
を

可
能
と
す
る
。

建
設
省
が
第
十

一
次
道
路
整

備
五
カ
年
計
画
の

一
環
と
し

て
、
指
定
に
向
け
て
候
補
区

間
の
絞
り
込
み

を
進
め
て
き

た
。小

松

・
自
川
連
絡
道
路
は
現

在
、
小
松
市
内
か
ら
尾
口
村
周

辺
ま
で
国
道
三
六
〇
号
で
結
ば

れ
て
い
る
が
、
岐
阜
県
白
川
村

ま
で
は
難
所
の
自
由
の
山
岳

地
帯
に
遮
ら

れ
、
実
際
は
不

通
と
な

っ
て
い

る
。
石
川
県

は
同
連
絡
道
路
の
地
域
高
規

格
道
路
指
定
に
向
け

て
、
直

線
距
難
で
石
川
県
側
約
十
♂
．

岐
阜
県
側
約
四

・
五
計
の
計
十

四

・
五
♂
の
自
山
ト
ン
ス
ル
整

備
も
合
め
て
国
へ
の
要
望
を
統

け
て
き
た
。

ル
ー
ト
検
討
後

に
計
画
を
決
定

関
係

者
に
よ
る
と
、
指
定

後
は
、
具
体

的
な
整
備
に
向

け
て
、
基
礎
的
デ
ー
タ
の
収

集
、
ル
ー
ト
検
討

を
行

っ
た

う
え
で
、
工
式
な

区
間
や
、

分
割
化
も
合
め
た
ト

ン
ネ
ル

計
画
を
決
定
し
、
十
年
後
の

完
成
を
め
ど
に
着
工
に
入
る
運

び
だ
。

東
京
と
４
時
間
で
直
結

岐
阜
県
と
の
直
結
道
路
が
整

麟
離
帥
霙
載
帥
て
棘
藤
ｒ
帥
螂

動
車
道
と
の
連
絡
に
よ
り
県
内

か
ら
東
京
ま
で
四
時
間
、
中
京

目
ま
で
二
時
間
と
い
う
ァ
ク
セ

ス
の
大
幅
短
縮
が
可
能
と

な
る
。

首
都
圏

と
の
人
的
交

流
、
物
資

流
通
が
盛
ん

と
な
る
こ
と
か

ら
、
県

内
経
済
の
波
及
効
果

ヘ

の
期
待
は
大
き
く
、
と
り

わ
け
首
都
圏
か
ら
の
入
り

込
み
数
の
飛
躍
的
な
増
加

は
、
県
内
観
光
地
に
と
っ

て
、
魅
力
的
な

需
要
の

開
拓
と
な
ろ
う
。
た
だ
、

県
境
を
ま
た
ぐ

難
事
業
だ
け

に
、
今
後
の
建
設
促
進
に
向

け
て
は
、
従
来
の
石
川
県
だ

け
で
な
く
、
岐
阜
県
と
の
密

接
な
連
携
の
構
築
が

不
可
欠

と
な
る
。

_.1,_

小松■岐阜 1白川
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17期 同期 会報告

1994年 2月 19日 午後 3時 過 、 JR米 原 駅新幹 線 改札 日前 。 冬 の陽 が少 し傾 き始め

る。大家 慎 一君 、小 間八 郎君が いる。杉 本義一君 、藤 野 達 人君 、藤井 芳 治君 、宇野和子 さ

んが続 いて着 いた。恵 比 寿泰子 さんが「 しらさ ぎJで 着 いた。急 いで北 陸線 の普通電 車 に

乗 り換 え る。懐 か しい顔 が揃 う。数年振 りか ら卒業 以 来 の顔 もあ る。虎 姫駅 で下車す る。

「 虎 姫 」、「 浅井 」 な どヮ ンゲルで覚 え た懐 か しい地 名が 出て くる。 め ざす は「 須賀 谷温

泉 」。宿 のマイク ロバス に乗 り込 む。他のお客 さん と一緒 で定員オ ーバ ー。山行 のアプ ロー

チの怪 しげ な乗 り合 い タク シー顔 負 け。

「 須賀 谷 温泉」 は浅 井長政 の居城「 小 谷城 Jの 城 趾 の あ る小谷 山 の南麓 にあ る静かな一

軒宿 で、 ワ ンゲ ル向 きで あ る。

早速湯 に入 る。鉄分の多い温泉だ。温泉はそ こそ こに して夕食だ。 メニ ューは猪 と鴨鍋。

都 合 で遅 くな った小 島敬君が着 いた。わ いわ いが やが や で盛 り上 が る。夕 食を終 えて部屋

に戻 り話 の続 きを。 そ こヘサ ンデ ィエ ゴの 出張 か ら帰 り、 横浜の 自宅 に 30分 寄 っただ け

で駆 けつ けた川村 高弘君 が現 れ る。 17年 以′上 前 の金 沢 の下宿 の深夜 の雰 囲気 に近づ いて

い く。 しか し齢 四十を越 えたせ いか午前 3時 に就寝 。

翌 朝、朝 風 呂、朝 食 を済 ませて宿 のマ イ ク ロバス で長 浜 駅へ。電車 に時 間が あ るのでバ

スで米原駅 へ。 ここで小 島 (旧 姓 野村 )幸 子 さん と落 ち合 う。彦 根城 に行 き、近 江路の風

景 を楽 しむ。彦 根市 内 の レス トラ ンで近 江牛 の焼 肉で 少 し遅 い昼 食 を とる。食後、来秋 の

再 開 を約 して それ ぞれ帰 路 に着 いた。充実 した そ して 元気 の取 り戻 せ た二 日間 で した。

1994晩 秋  渡 辺 和 文  記

―-15-



追 伸 (原 稿が遅 れて OB会 事 務局 の皆 様 にι事孝大 ,御 迷惑 をおか け し、誠 に 申 し訳 あ り.  
ま喜ん :期 醸 内 に物 事ふ を きな よ贔 し言胃警 は ぃまだ直 らず、三つ 子 の魂百 まで

とはよ く言 った ものです 。 そ こで せめ て もの償 いと して OB会 諸 兄姉 の皆様 に さ

さやか な旅 情 報を お届 け します。 )

童超 LL拓事 (下 栗の里 :長 看県下母那郡上村下栗)の御案内
ワンゲルOB諸 氏にはご存 じの方 も多 |ヽ かと存 じますが、何度行 って も大変良いとこ

ろです ので御紹 介 します。

■特徴

。南 アルプス南部 (聖岳 、兎岳 な どを )眺 め られ る「 日本 のチ ロル」 と呼 ば れ る景色 の

す ば らしい部 び た山村 集 落です :

・ 御 家族で のん び りと南 アを眺 め るの に最適 .

■ ル ー ト

・ 中央 自動車道・ 飯 田 ICか らR153、 県道上飯田線 (矢筈 トンネ.ル 経 由)上村、村
道経 由で下栗。 (約 1時 間 )

日宿

・ 高原 ロ ッジ下栗 :‐

1・ ‐・

1泊 2食 警t・,ooo円 (子 供 ¥4, Ooo円 )

部屋 は洋室 の ツイ ン。 トイ レ、浴室は共同 .

下栗分校の跡 に建て られ た村営 ロ ッジ。現在 は元東海大学 ワンゲル主将 の 38歳
の方が御夫婦 で管理人を されて いる。素朴な山の幸の食事がおい しい。
(詳 しくは「 ラバ ン」 1994年 10月 号学習研究社刊 P_■ 8～ 27に 掲載 さ
れて います。 )

・ 他 に民宿が 2軒。

・ しらびそ高原 には しらびそ山荘 、
1大

平高原 には大平保養セ ンターがあ る。 (い ずれ も
村営 )

。しらびそ高原にはォートキャンプ場があり、南アルプスを目の前にしたキャンプも楽
しめます。

■歩 く

。尾池山、尾高山へのハ イキ ングが楽 しめます。 (そ れぞれ往復 3時間程度 )

(遠 山郷 は' 82年 に同期 の小 島君 に連 れて行 って もらって初 めて知 り、翌 年妻 子 と
一緒 に行 き、 その後行 く機会 を失 って い ま したが 、今秋 1■ 年振 りに訪 ね ま した。 )

そ+>上〉(
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1995年 1月 6日

金沢大 学 ワ ンゲル 15期 会 開 催 の案 内 (1)

新年明けましておめでとうございます。

本年 もどうぞよろ しくお願いいた します。 この正月だけは神様 も仏様 もずい

ぶん身近にいるようですので、40代 の半ばへ向か う我が身や家族の健康 と安

泰をお願い しています。ちなみに、私の家では “かまど"の 神様にも鏡餅を

供えて火の安全を祈る田舎の習慣が続いています。

さて、昨年 5月 の滋賀県朽木村・ 朝 日の森 自然研修所におけるワンゲル 15

期会には、教え子の結婚式のために出れな くて残念だったのですが、次回は

能登でという提案にみんなの賛成が得 られた ということを幹事の横井君か ら

聞 き、丁寧な引 き継ぎも受けました。

思えば、 この ワンゲル 15期会は昭和 60年に愛知県蒲郡市の三谷温泉で

開催されたのが第 1回 です。その前年 まてに 15期のメンバーは全員結婚 し

て しまい、それまでのように結婚式で多 くの人 と顔をあわせるとい う機会 も

な くなって しまったところか ら発案 されたといいます。以来、下記のように

回を重ねて今回は第 10回の記念大会 となります。栄光の (?)記念大会な

ので幹事は二月 も返上 して企画立案 にあたっており、さらに、みんなの協力

により、飲んで歌 って語 り合い明日への活力 となるような会にしたいと考え

ていますのでどうぞよろしくお願いいた します。          |

回 開 催 年 月 都道需員    5鋼 f整 ナ自 幹  事

1‐ 昭和60年 (198騨)3月 愛 知 三谷温泉 佐野・ 増 田

，
一 昭和61年 (1986年 )11月 京 都 京都市 内 金井 。三宅

3 昭和 62年 (198害)11月 石 川 一里野温泉 上 馬

4 昭和63年 (198群)11月 奈 良 奈良公園 松 縄

5 平成元年 (198鮮)11月 福 井 宮崎村 間 所

6 平成 2年 (1990年 )11月 静 岡 久能 山 増 田

7 平成 3年 (1991年 )11月 石 川 金沢市 舟田   ャ禁人

8 平成 4年 (199器)11月 兵 庫 舞 子 宇野・ 金井
y高

村

9 平成 6年 (1994)5月 滋 賀 朽木村 横井・ 佐野

平成 7年 (199瞬)11月 石川 :能登 坂尻

※平成 5年はKUWVの 35周 年記念行事のため開催せず

※記憶間違 いなどがあ った らゴメ ン

―-45-



この写真↓ま平成 3年のもの。「懐かしの金沢」ということで、15家族ヽ

“

人が参集 伏
手堀前KXR加鋤 。宴会前のしらン:、のうちに、次回韓 bヾ決められる力ヽ そのビン
ポー場を弓iいた者:ま、「

=く

」「騒げて」「詢嘔 )ま収容」できる施設探しに秀走せねばな
らないはめになる―.子供達同士が顔なじみになり、遊び興じてくれるlti Oま親同士にも、
嬉しい光景だった。だった一と言うのは、そろそろ子供達が独立し始め、どうゃら今後:ま

,しス、だ:すの集まりに収東していきそうな気配だからである。

それもよし。同じヮンケ
｀
ルの飯を喰って社会に船出した仲間達 :ま、しヽつまても心おきな

く肇ぎ語り明かせる仲間違である。

4月 30日、17芽打 島ヽさメンより、

tの 5年 くらいの間に周辺の期に

よびかけての (lo名前後参加の)

,ンタル会を調催してきた力ヽ 今

度は東母 也区ヮングルOB∞名余

りの全員に拡大 して呼び掛け、開

催しようかと相談し合った。つい

て:よ金沢から、金沢の情報を運ん

で参加してもらえないか■との打

診がありました。役員会でも相談

の結果、応1麦の体制をとることに

なり、3名の役員が参加しました。

この写真は、前回の時のもの。  
「

(今回のもの|ま間:こ也・わず、次国

に1事載:〕 子む ‐43-



π 美 齋 ン ノ ニノク ツ 豊 会 ソ

199a a 3

●押舟甲さんたちのご尽力でヮングル田会ガ隆盛の由、こ同慶の至りです。ベルクハイ

ムも修復し、今秋にはベルクハイムで「月見の宴Jが催されるこのここです。そうはいつ
ても、皆多忙な社会人ばかり。なかなか金沢まで足を伸ばすここはできません。

それで、

るここといたしました。

OB会長の大島さん (13期)や事務局長の舟田さん 0騒D、 島越さん (a団)に参加
しこ 硫責■ てヽ、現地情報も日けるようにしたいと思います。しばらくワングルから遠ざ
かつていた人、近所なのになかなか集まれなかつた人も、これを機会にご参加ください。
に 夫婦での参加も歓迎します。)

あの先輩や後輩にもスし振りに会えます。お誘しヽ合わせの上おいで<ださし、

記

日 時 11995年 フ

「

ヨ ■ 日 鐘曜 日)午後6時～ 8時30分

場 所 :匡ヨ限晏tナ 1 1｀ ′ (オレンジ ‐ルーム)銘 古屋駅前 `毎ロビル9闇
8 o52-581-8600     名古屋市中村区名駅4-7-35

ヾア≦≧月ジ
=ミ      劉降月艮でごうぞ

宿泊:希望者へのホテJL/8介 [JR名古駅 から徒歩5分以内]予約は直接お願いします。
ホテJしキヤツスルプラザ (S 10千 円、丁 16千 円)

8 052-582-21 21  FAX 5 8 2-8666

名鉄グランドホテル   (S  9千 円、T 18千 円)

奮  052_582-221l  FAX 5 8 2-2230
ホテリじアツシア (S  9手 円、丁 16千 円)

●  052=561-3751  FAX 5 81-3236

お手数ですが、

じ螢夢ビ 1囃り|1端 C682-240、 1刊則]潮 C502 04DFjヽ 1島 Cm2-4220、  1刷田騎自ミc881-23D]
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率 出 席 者

9期 伊藤 俊成

9期 白井  勇

11期 右闘 清ク、

12期 杉森 和義

1勁 鳩 競

13期 岩田  実

13期 柴田 茂樹

13期 柴田 訓子

15期 舟田 節子

1剛  鵬   灘

1'明 社斑 工畝

1麟 川端 鐵

16期 清水 重仁

17期 小島  敬

17期 4嶋 幸子

17期 渡辺 和文

1雛月 森  鬱

21期 羽根 嘉隆

器期 亀́越 伸博

躙 浅輪 航

2鐵]割 ll汚許―

ん期 金IL 裕之

型 月 む ま 皇難

率 式 攀

名古屋市

桑田市

師

半田市

鰤

名古屋市

名古屋市

名古屋市

金沢市

跡

名古屋市

名吉屋市

岐阜羽島市

名古屋市

名吉屋市

名古屋市

名古屋市

跡

金沢市

7Jせ膀Fロ

刈谷市

半田市

軸 α
・

明 7」 静ヾ       | 
｀

来賓挨拶  (OB会長 13期 鳩

乾杯の音頭 (9期 伊勘

参加者の自己紹介

OB会近況・スライド映写 α詢日 舟帥

群 藝 諄
r7 

ン う
―
R~几

く 義

動 日幸賠

15期 舟田 節子

体 当:よ 苦労された小島さんに書いてもらえ

ばいいのですカミ 会報発行を優先し、とりあえ

ずの報告を一)

金沢組 3名は、しらさぎlo号で名古屋へむか

う。こんな支部誕生に出掛けられるなんて、後
5年の間に何ができるか?と不安だった頃と比

がれば夢のよう。

迎えに出てくれているはずの渡辺さんとは出

会えず、変更された会場 。名古屋国際センター

25F東天紅へ 3人でルー トファィディング。無

事到着。お周年でお会いした顔k久しぶりの顔、

初めての顔にそれぞれに3つのテープルに分か
れ、もう和や力、 それでも,応の式次第にのっ
とリーと司会の1制卿|1端 さんハ端 に出る。

鰹 、乾杯ιこ続き、 自己訛札 年1罰吠oこ書き
たいばっかりに何とか一年に,度は登るように

とノていたが~ゃ、久|ぶりに見た先輩の頭と、

自分の頭を見比べて一と、楽しぃ近況報告や山
との関わりの話が続く。中華料理が次々と運ば
れ 音ながらにまめな人はさっと分配係に回り、

誰かがやってくれると、誰かは食べる人に専念

し―自然に分担が決まるのた これまたヮンゲ

ルらしいところ。

続いて、スライ劇難乳 構子を寄せ、「 もっ

と前に」とプロジェクターの机をずらした途端、

折り畳み式のL滋 れ 並べてあったスライド

が繊毯に飛び散る。二
同思わず、テントの中で

鍋がひっくり返ったあの無残な光景を蘇らせた

のでありました。

かくして、自由、高凛 鳴谷山は「渾然一

体」となり、縦位置のものは「罐 は左が上で」

「ああ、これは右浮hですねえ」と、頭の中も

外もグルグルと体操する羽目になる。それでも

懐かしんでもらえたようでした。

それまで、後ろ姿でJヽさく登場していた夫の

正面いヽ 三男坊と共にシゃクナゲをバックに登

場  「皆さん、感謝しましょう。」と声がかか

保 勤

爾

偏 カ

(世話カ

麟 カ

G量識人う

麟

春E井市

1)

2)

3)

4)

5)

6)ヮ ングル歌

7)酔 の挨拶 こ醐  川聯

受付 α麟 田 1電劇 島ヽ 鰤

カメラ 0■明 膠褻D
徐壽十α8曖万 謬ゆ
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る。一「ありがとうございます」とすかさず合掌

する人がいて、脱

もう、時間切rHlif_テ ーブル毎に、ヮング

ル歌を歌う。何やら微妙に、ズレがあるよう。

歌詞が自然に出てくることに感激する人あれば、

何も出てこなくなったことに感概する人もあり。

名残おしく閉会。つい、「 これからも、よろ

しくJと挨拶して回る私に、「今日は<来賓>
だろ !」 と先輩の声がかかる。

いつか―名実ともにく来賓>になりたいもの

一せわしく車中の人となりました。

蘇 暑 毎 ワ ン ケ ウ 喩

瑠穐 参 力 扇 旨 か ら の 連 絡

*4期 熱 誌 稔

'7月 1日い の日になっており、異

動するやも知れずですので、残念ながら欠席
。昨年の自由行ができなかったことが今も悔

やまれるがヽ 大島会長や舟田さん達にお世話

になりうれしかった。よろしくお伝え下さい。

・東海ヮングル会、発起してくれた 4人の侍

に感謝と′ています。今後共よろしく。

*6期 今井 春昭

懐かしい皆様方にお会いできることを楽しみ

にしておりました力ヽ 当日は公用の会議のた

め出席できなくなりました。特に3-9期の

皆様には、あの頃の想い出を合めて感謝し、

御活理を祈ります。

この会が今後度々閑催されることを期待して

います。

*

親の世議で今回は失礼します。山への憧れは

いまだに失っていません。子供はついてこな

くなりましたので、妻と時々登っております。

*19期 鰹駐_吏

1年生合宿哺 アルプスヘ、の想いがいまだに

続いており、年2-3回は北岳周辺に登って

おります。 4月 には鳳凰二山に行って来まし

た。春山としては手項なので最近よく行きま

す。北岳の方、来る時は声をかけて下さい。

*2摯舅 多a圭  窮好子

ワンゲルで過ごした4年間の何倍もの月日が

経ているのに、当時の自分の思いは鮮明で九

いい時期にいいところで過ごさせてもらもた

と、幸運に感謝します。

東海ヮングル会の発足で、またひとうウング

ルが近づいてくれたことをうれしく1熱 まヽす。

時 で九

下のような連絡を受けています。

この会報がお手元に届く頃は、

締切の7月 10日 を過ぎているこ

とでしょう力ヽ こキ都合のつく方

は、世話役の山口さんにご連絡

下さい。

KUWV21期生卒部15周年懇親会と
江日喜美江さんの墓参りのお知らせ'            %.618

今夏下記の予定で 21期生が名古屋に集まります。

選E計麟L毒督研箸亀耐請磐I、

7月 10日頃までに、山口まで綺 さい。
連絡いただく内溶は、①懇親会のみ②墓参りのみ③

両方参加のいずれかと、④宿の必要性の有無です。

日程 :平成7年 8月 5日 (土)～ 6日 (日 )

5日午後6時より難
6日午前9時頃宿出発し江口さんの墓参り

(自由参加、墓参り後解散の予起
場所 IKKR名古動

名古屋市中区三の丸 1二 5-1
■052-201-3326

地下鉄・鶴舞線 r丸の内」駅 卜阜、1番出口より
徒歩 6分、JR名古屋駅からの場合 地下鉄 。東
山

―

えて臨   「妙 内J駅
宿泊も可、費用8,300円程度 (1泊朝食付き)

懇親会費:8,000円
21期脚庸務冒彙 足墾 酸 、石晰 、大灘 ← 、

加藤万里子、河嶋京子、滝本民大、竹内和彦、
懺 、販 酪 、

…

、■
― 、

栂睦美、羽根嘉隆、山口克己

以上、ご腐討下さい。参加をお待ちしています。
山口 克己 telo 2 9 8-38-2888
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久 し ぶ り の 高 三 郎

18期  椿川 利弘

ゴールデ ンウィー クの次の週の金曜 日の夕

方、栂 (19期 )から明日か らの土日で高二郎

に登 らないかとの電話があって、メンバーを聞

くと、栃尾 と深田夫婦 (い ずれ も20期 )それ

に栂の女房 (21期 )と 全員がワンゲル OBで
あったので、突然 で|ま あつたが、即 OKし た。

しかも、この 6人は 18年前の現役の 1年生か

ら4年生にあたることが後でわか り、栂 リーダ

ーの もとチームワークも抜群で 4年生の私はも

う楽珍でした。 (少 しバテたが !)

行程はベルクハイムで l泊 して翌日高二郎の

往復なので、今秋の月見の宴に高二郎へ登山さ

れる方の参考に、ここに久 しぶ りの高二郎につ

いて紹介 したいと思います。

土曜 日は、途中貯水池わ きにある故高桑氏

(19期 )の墓にお参 りして、犀川ダムか ら 1

時間半4iでベルクハイムについた後、少 し時間

があったので、水場 までの道を整備することに

した。夜は、近 くで採ってきたウ ド、カタハ、

スズタケ等の山菜 とレトル トの牛丼、それに少

々のお酒でささやかな宴会 となった。

次の日、朝早 く金沢か ら出て きた深田夫人と

合流 して、 8時頃ベルクハイムを出発 した。水

量豊かな倉谷の流れを横 目に見ながら新道登 り

口に到着 した。新道は昔 どお り急ではあるが、

踏み跡もはっきりしていて歩 きやすい。ザ ック

置き場で休憩 した後 も道は同じような状況で、

成ケ峰の分岐まで 2ビ ッチ、 2時間程度かかっ

た。途中、ヤブツバキが道沿いに咲き乱れ、ウ

ラジ Llヨ ウラク、タムシバ、その他の花や本の

名前を栂に教えてもらいなが ら、高二郎 までは

意外 と近いと思って歩いた。

しかし、そこからはヤブこぎのうえ、痩せ尾

根で危険で、とても 1ビ ッチで高三郎は無理と

あきらめ、旧道 とっつきの急登部で休憩するこ

とにした。ここまではシャクナゲの花がとても

きれいで、昼寝岩 (今でも言 うのかな ?)は ほ

つとさせてくれた。旧道に出てからはほとんど

残雪の上を歩くことができ、 4時間かかって正

午に山頂に立った。

_雪に覆われた山頂では、新緑の犀奥の山々を

見渡すことができた。心配 していた雨がボツポ

ツ降ってきたので、寒 くて ピールもすすまなか

つたが、とにもか くにも 14年ぶ りのビークは

ひとしをであった。

帰 りは旧道を下 りることにした。旧道は、新

道ほど歩きにくくはないが荒れていて、尾根の

広いところでは道が分か りづ らくなっていた。

そこはグループ薮のメンバー、すばやくルー ト

ファインディングしたので、予定どお り2時間

半でベルクハイムに着いた。

以上簡単にルー トの状況を書いてみたが、思

い出して頂けたでしょうか。私は、みんなで紅

葉の高三郎をもう一度登 りたいという気持ち半

分 と、こんなしんどい山はもういいという気持

ち半分です。

なお、 2、 3年前から、 OB会役員になった

ことや週休 2日 制、体力の増進等々で月に 1回

程度は山に登るようになったので、機会があれ

ば昔の仲間と下緒に登れればと思っています。
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事務局長とその夫|よ 東海ヮングル会披露用

のスライドを撮るため、8Jllさん達の=週間後

に登ってきました。 (お互いに知らなかった。)

今(高三郎:よ 数年に刊熱 椰 して体カ

試しに登りに行く山です。とはいえ、在部中は

シャクナゲを見た覚えがなく、ピークを踏んだ

のも三度だけだったように思います。猿ケ山と

大門の間に、自馬から槍まで北アがずらりとい

うのは今回が初めてでした。

そして倉谷まで戻ってきて、新トレの現役達

に会いました。テント村ができているのは嬉し

い光景一。こんな所まで押し掛けるOBなんて、

立派なのか?迷惑なのか?ま あ一立派としてお

きましょう。

月見の宴の下調べもすみましたし―。尚、現

役達が付けに行ったBHの鍵のナンバーは

5 9 4   です。

事務局長のコースタイム

ダム (1時間10分)BH α5分)新道取付 (1

時間35分)犀滝分岐 (1時間15分)昼寝岩 (1

時間)分岐 (∞分)高二郎頂上 G5分)分岐

(40男)1089P(1時間m効 1日道取付
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*犀りlIダムー倉谷

以前より壊本が生い茂り、ダム湖がほとんど

見えない状態になっています。しかし、踏み外

せばダム湖に落ちてしまうことに変わりはあり

ません。足下滋 ιこくくなっている分、より

危険になったとも言えますので、十分注意して

歩いて下さい。

ダムから二つ目の切れ込みは、水平のまま進

むのではなく、河原へ降りて沢を横切るように

なっています。

出島と呼ばれる辺りは、昔は新0度の展望で

広いダム湖を眺めることができました力ヽ 現在

|“0-∞度の視界といった所です。

倉鰤 から、テントサイトのある理原に

至る途中に、倉谷川が蛇行し淵になっている箇

所があります。ここは浸食がさらに進み、護岸

の石組が沈下しています。岸伝いに通過するよ

うにして下さい。

ネ辛聯首

新道取っ付は金山谷を渡ると、テントー張分
の平地があり、その向かいです。標議はぁりま

せん。ロボット雨量計のある%Tとの分岐まで

の「長尾根」と呼ばれる部分力ヽ 現在高二郎山

中では最も整備されている箇所です (そ の筋の

手が入っているの力＼ 墨＼が通るの力う。クラ
コシ尾根に入ると、道は樹林帯にやや残ってい

る程度で、道がないとぃぅ方が良心的です。濯

本に足をとられると真下がないといった箇所も

もあり、通過はほんの春先に限られます。

*独 ―鮭

潅木におおわれかなり厳 しい状態です。シキ
クナゲの頃であれ1ま 残雷て被われ、楽に通過

できます。ピークの地 茂みの中に三角点と

案内板 (朽 ちて地面に置かれている)がありま

す。

*1日道 (下りの場合)

まず分岐が要注意です。頂上から15分ほど尾

根伝いに下りてきた所で、手前にある1日道島根

に向かうようにして下さい。旧道に入ってすぐ
ロープがあり、下はザラザラの土が剥き出しに

なってえぐられています。つかまる技を確かめ

て慎重に下りて下さい。

続く道ははっきりしています力ヽ 」岐 がかな

り出てきています。迷いやすいのは、1側9Pの
下りあたり。なだらかなピークで、ここから左

よりに進むのです力ヽ 誰もがここで迷うらしく

迷い跡のため、余計迷い易くなっています。疲

れていたり、時間に追われとるとますます迷い

ますので、冷様に尾根を読んで下さい。田道往

復の場合であれ|ま 登りの時に赤テープをつけ

ていかれるとよいでしょぅ。

最後の30分はともかく急坂です。昔のリーダ

ーのにっくき声を思い出し、あるいはリーダニ

だった頃の声掛けを思いだし、気を引き締めて

下りて下さい。
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OB≦ ≧影を言十幸慶準与

(平成 6年 1月 1日 ～平成 7年 6月 30日 )

会計 23期 鳥越

収 入 の 部 》

35周年記念事業繰越金

OB会費納入 (214名 )

寄付、カンパ等

預金利息

707,169

1,935,000

44,313

1,224

計

支 出 の 部 》

OB会報 (や まざと)No.1制作費

″       郵送料

″     No.2制 作費

″       郵送料

平成 6年度小屋作業差 し入れ  ‐

OB・ 現役 (3年)懇親会

21期村中さん香典

その他諸雑費

2,687,706

65,852

84,930

125,939

105,360

50,000

100,712

10,000

24,611

計

《差 引 剰 余 金 》

収  入  の

支  出  の

部

部

567,404

2,687,706

567,404

差  引  合  計 2,120,302

上以
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麟 毒 C礫 ∪ 夢 と わ 迂 登 兄

錦萌 佐川 貴欠

主将になってますゝ めに思ったことは、果た

してヮンゲル主将とは?といっことでした。

昔はどうだったかわかりません力ヽ 今のヮン

グルでは、普段主将がやらねばならない仕事は、

具体的に「 これだ」というものがありませれ

という力、一人勝手にそう思っています。主将

よりも、L会やP審の議長、あるいは各山行の

リーダーの方力ヽ 多分たいへんでしょう。

結局のところ、今現在においてはあまり自覚

も仕事もないまま、平和に主将を務めています

し、今後もそんなに意識しないで気楽にやって

いけるだろうと、楽観的に考えています。

主将が頼りなけれ日頼りないなりに、部員の

各人がしっかりしてくれるだろうし、それぞれ

が自分のやりたいことをやっていくことカミ 部

の活l生化にもつながっていくのでは一と思って

います。

さて、部の近況です力ヽ 今年は新入生の出入

りが激しく、なかなか数が確定しなかったので

す力ヽ i冤在の所12名 ということでほぼ落ち着い

たと思います。

ふだん具体的に何をしているのかということ

です力ヽ トレーニングは、月・水 。金の週 3回

角間周辺を∞分ほど走って、その後軽 く筋ットレ

をやっています。練習量は城内の頃とそれほど

変わっていません力ヽ 雨天時の トレーニング法

がまだ確立されておらず、雨の時刷思いつきで

屋根のある所を探して、そこでできることを何

かしています。

そして篠習が終わって午後 7時からは部室で

L会 ,P審・L権審議などを行います。以前の

部室に比べると、蚊や虫がいなくなったのはい

いです力ヽ 音楽系のサークルがちょっとうるさ

い。

ところで、ワングル部員の経済状況はという

と、特に新入生にとっては非常にきつい。まず

部費と保険で70∞円、その他山行では、高二郎

新 トレ、第 1回 トレ山、第 2回 トレ山、夏合宿

本番とでそれぞれバーティーにより多少異なり

ます力ヽ 4000円、∬∞円、7ooo円、N000-脚
円くらいかかります。この辺は下界で生活して

いても食費などはかさむので、それ:まどの負担

とはなりません力ヽ 問題はやはり装備で、全部

Filえ ると7-9万円くらいかかってしまいます。

一気に揃えるのはやはり厳しく、OB、 慾

あるいは辞めてしまった人などから借りたり、

あるいは譲ってもらったりしながら、ゆっくり

揃えていきます。

その他た学生生活で、角間に移って変わった

ことといったら、やはり交邑ド利更になったこ

と、学生街力河選 から旭町周辺に移動してき

たこと、 2年前から学部へ上がる際の仮進級制

度ができ、留年が減ったなどです。

今年は角間にすべてか移ってから2年目で、

まだヮングルも大学も発展の途中です。

もし金沢に来る機会がありましたら、山の中

です力ヽ 是非ワングルの部室にも立ち寄ってみ

て下さい。

第認既晟霊扇豪ま、W期と比べて変わった所

は、物 年間行事に関して、冬、春合宿の参加

が義務ではないとしたこと、及び、 5月 の末に

雪上訂1練を取り入れたことです。この他は基本

的に大きな変更はありません。以下、全文を掲

げます。
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第 38期 ヮ ン ダ ー フ ォ ー ゲ ル 部 運 営 方 針

(1)P。 ■

P.‖。とは、行きたい嗜ツヽメンバーを募り、

行きた0弯鋤い行くというo9ェ、瑾本的

には部の活動の■貫ということになろう八

参加はあくまで部員個人の任意によるとい

う点において、行事とは‐線を画するもの

である。まな 部の活動として、最も理想

的にかつ自然なものであり、主眼とすべき

,も のである。

くP`‖
=にけ る難 >

1:P。 ‖。としで薄貶術う場合には 二‖.審

議会に時 出伝 その許可盤
`ナ

ればならない。

2:1回生か 。W,への参加について、山行は

夏翻 訳 山行以わ もの1よ 新人生ト

レーニング山行以前であれば、原則として

,許可しなし、 P。 ‖.… 当たるかどうか
―
の判断R PoW.審議会に委ねる。

3:冬山、春山における行事のいずれにも参

加していない者な 原則として弧 春山

の参加は認めない。

4:アイゼン、ビッケルを使う見込みのある

Pら 性今の参加は原則として春合宿参加者に

i限る。       i
5:全ての■W。 において、コースや目標kメ

ンパーについては罐 韓 まな

|り ,グ
=に

ついては り
=ダ

ー
ー

の議

条件から判断したパTティー輌員″P.‖.審

議略をでu瞬十ヶる。

6:P.‖。い べたよう.こ 行きたい者が

行きたい場所へ行くというものであるため、

1参加者のうちリーダー権のある者なら誰で

もなれるということは いうまでもなし、

―
そのままリーダーになるという形

式にも幾つかの利点はあるがt特にそれに

こだわる必要はなく、パーティー内で意欲

のある者、最も適した者がリーダーになる

のが望ましい。

7:一つのP.露 .力 .ヾ薔 .客議会で許可を得た場

合、その発寓者 :ま速やかに、そのP."`の目

的、行程、内容、メンパー条件等の詳鞭を、

他の部員全員に知らさなければならない。

8:P。 騨.の計画は、顧群、及び学生係の許可

を必要とする。

(2)年酪 事

行事は口術 など部の働 において、搬

にとって必要性の認められるものに‐‐pぃて

行う。すなわち経験を積み、技術を修得す

るといったこと力くその胸 の統 にな

るのである。したが って行事に参加するこ

とは機 の教 あり、多警議測警から実

施に至るまで、関与する部員全てに積極的

に参加及び協力の義務がある。年間行事の

計画は顧問教官及び学生係の許可を必要と

する。

但し、冬、春の合宿、そして今回から行わ

れることになった雪上訓練はとりあえず年

間行事に含まれる力ヽ この 3つについては

卿 に貫識務とはしない。

(3)ワ ンデイハイク

フンデイハイクの

―

はP.W。 と何ら

変わりない。十分に安全であると判断でき

るものについて、部内の判断によって認め

られる活動形態である。

<ヮ ンデイハイクに関する規定>

1:ワ ンデイハイクとしての活動薩イテう場合

ι押 .‖.審議会に計画書を提出し許可を受け

なければならない。通例にワンデイハイク

は日帰りである力ヽ 場合によっては、それ

以上でも認められることもある。その判断

は、P.臀 .審議会に委ねる。

2:1回生のヮンデイハイクヘの参加は、新

入生 トレーニング山行以前でも認める。

3:リ ーダー資格、サブリーダー条件、欠員

等について:よ P.‖ .、 行事と同じくする。
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(4)リ ーダー資格及びサプリーダー条件に関

して

リーダー資格な リニダー雑 晰予う審

議を受けた後に与えられる。

<リ ーダー資格及び、サプリーダー条件に関

する規定>
1:1回生です連の審議を受けた者lよ 夏合

宿以降、山行以外のリーダ∵となりうる。

この場給、 リーダー経験者がサプリーダー

となる必要がある。

2:夏山で初めてリーダーとなる者は、 3回

生以上の山行リーダー
ー

をサプリーダ

ーにする必要がある。

3:雪山においては3回生以上の冬山リーダ

ー経験者をサプリーダーとする必要がある。

4:川下りなど、山行以外の知識た技術を要

するP_"。 ではサプリーダーにそれらの経験

者を必要とする。

5:ロードなど山行以外の活動においても、

サプリーダーはリーダー経験を必要とする。

(5)攀
1 :絵
総会は全部員で構成される部の最高決定機

関である。

2:代表会

メンバーは 各学年ミーティング議融 主

将、副将、リーダー銀 PoW・ 審議会議

長を基本とするがt必要に応じd関係部員

の参加が望まれる。ここでは、各学年ミー

ティングで話し合われた内容のうち、総会

招 集するに及ばない喩 日程の都合等

で総会が開かれない場合などについて話し

合いがもたな 駿 によって機 に鍋

る決定権をもつ。

3:各学年ミーティング

部の運営に関することについて話し合いが

必要な場合、各学年のミーティング議長の

召集によって開かれる。

4:リ ーダー会 (1コ 斜

リーダー会は年間行事の審議機関であり、

前期 (4-9月 )は 2-4回生、後期 C10

-3月)は 1-3回生によって構成される。

(6)矩
欠員ととシ ―ヾティーにおいて欠くことの出

来ない最低眼度の人員をさす。

<欠員 (不可嫡 について>

1:山行における欠員は原則として5名とす

る。その内訳はリーダー、サプリーダー、

そして軸 を受けた上回生を含み、か

つそれ以外 2人いるわけである。

2:リ ーダー、サプリーダー、そして医療審

議を受けた上回生のうち2人が事故者に付

き添い、残る1名が連絡員、もしくは残り

のパーティーを指揮する。但しこれは、あ

4ま で事故者が1名の時の、しかも基本的

なもので、事故の状態などによってはリー

ダーの臨機応変な判断に委ねられる。

3:山行以外の活動の欠員については、その

都度検討が成される。山行かそうでないか

の判断はP。 ‖.審議会、リーダー会に委ねる。

4:医療審議についてはリーダー審議会に委

ねる。

(7)個い.山イテ

個人山行とは、部の、また学生係の銀

許可を受けずに山行にでかけるものである。

(山岳会等においてはこれにあたらない)

事故にあった時、その責任を個人で負いき

れず、部全体に迷惑がかかることを考える

と好ましくない。力ヽ 山行経験を積むこと

は、いうまでもなく大切なことであり、個

人山行を禁じることはそれを聞ざすことに

もなりえる。以上により、本年度も禁止と′

ないことにする。力ヽ もちろん事前に書L
または他の部員に連絡し、計画書等を提出

することは最イ氏眼のマナーであろう。
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(3)購
この輸 卜に直接の胸 くないものにつ

いて判断の必要が生じた場合には、これま

での部の償習または一般的に運当であると

考慮される基準につもヽて判断が下される。
<蜀 >

1:山行計画書には、確実な連絡体系を確保

するため、必ず以下の連絡先を明記こ′なけ

ればならない。

パーティーメンパー宅、及びその実家

大学学生部

輔 宅

翼役軸 2名宅

2:鞠 員連絡先の2名 |ま、他りの全部員
への連絡体系 鍵鷲縦Dを確認、種握する。

またその2争 iネ をヽアいや`なる戦 で、
連絡を受けられるような姿勢であることが

望ましい。

<自家用車を使用した山行 (草山イ静

について>

P.‖。や行事の交通手段として、自家用車を使

用すること|よ 交通事故、通転者の負担を考

えると好ましくない。しかし、時間的に制約

されている場合などでは、公共の交通機関を

使うことが難しいと思われる。よって安全面

からも、部として次のように定める。

1:山行で自家用車を使用して起きた事故に関

して、基本的に部:ま責任を負わない。

2:各パーティーは、自家用車翻 サ
‐
る際、

走行距離 lhにつき万円を基準とする謝礼を

縮 に支払わなくてはならない。

3:山行リーダーは自家用車翻 する際、運

転者の精神的t肉噸 を考慮に入れて、

計画をたてなければならない。また、運転者

に対して、事前に説明を行わなければならな

い 。

4:車の所有者|よ 自家用車の使用を強制され

ない。

94-課 義 及 び P‐  W・

*赤谷山ワンディハィク  11/4■ 5

馬場島一ブナクラ峠―赤谷画―馬場島

L浅野 SLBI]宮本 吉原 阪本
*初冬大笠山トレーニングPW l1/12-13

旧桂集落―前皮■ふ
二大笠山一1日桂集落

L新堀 ユ藤巻 福日 吉原 御 :l ミリアム

*冬合宿 荒島岳   1レ 像l-2   ‐

登山ロー小荒島岳―シャクサゲ平―荒島岳
―シヤクナゲ平―勝原スキー場―勝票駅

CL山本 3Q山口 (含む3年 8名  2年14名

1年 8名 前田画勤
*策ケ岳PW  1/7-9

金沢―身延―ム馬場一X布引山き気ケ岳
一馬場―身延―金沢

L金吉 S‐lll 田中 友野 宮本
*赫 醸   3/1o-11

金沢―神城―五竜遠見テレキャビ山麓駅―

地蔵の難 T背髪―地蔵の頭―神城―金沢
L柴田 SL山口 新堀 藤巻 福田

*赫  
…

 3/20-"
金沢一神城―テレキャビ山麓駅二地蔵の頭
―J喘現山一 大遠見山=自岳―地蔵の頭
―神城―金沢

L柴田 ∬L山口 (3年 7名 2年13名 1年 5

名 計翡名)   .
*大笠濁笈ヶ岳

'W  3/25-4/2金沢―セイモアニ奈良岳手前一沈毅―茄摩
木古山一沈澱―赤摩木古山越えた鞍部一

沈毅―タカンポウ山一西赤尾

L石川 SL田中 」燎 御 ‖ 漸醗 離

*1. 2年面子                ・

く南紀ロード  3/28-31 >

「 金沢―X紀伊勝浦―滝前一湖 ―ムグリー
ンピア南紀―

― ―串本駅―X潮岬キャン

場 ―串本駅

L正善 誂橋本 ミリアム、西馬
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く犀奥 高尾山・古次山  3/i5-17 >
兼六園下一芝原一ふ吉次山一ム奥高尾山一

高鳳山一自雲機ホテルー兼六園下

L′ 宇根 SLヤリ11 小林 小泉 石谷

<南伊豆ロード  3/盤 -31  >

金沢―浜松=ム 今井浜海岸―白浜πふ吉佐美
―タライ岬一石廊崎灯台

L友野 SL牧原 吉原 四幽 川本 阪本

<八ケ岳   3/28-31 >
金沢一茅野駅―渋の湯-2黒百合ヒュッテー

東天狗岳一根石岳―夏沢峠―硫黄岳―赤岳鉱

泉スータユ罰百―翻

L宮本 SL金吉 浅野 イ洒 岩倉

95-諄

*新歓山行 医王山  4/2-23
CL宇根 (含む 3年14名 2年 8名  1年 8名 )

*新 トレ偵察 高二郎  5/6-7
金沢大学一犀りIlダムーふBH― 旧道入画―

ザック置き場一前高二郎山一高二郎一BH
剛 11ダムー大学

%橋本

“

L金吉 (含む3年 6名  2年 9名)

*新 トレ山行  高二郎 5/20-22
大学―駒帰―尉 Hダムー ス BH―高二郎―

ぶ BH一刷 :|ダムー駒帰―兼六園下

CL橋本 S軋金吉 (含む 3年14名  2年10名

1年 4名) 「

*議節 麒合宿 5/2-28
金沢一立山駅一雷鳥平一rliR/」 涯毬 ―雷鳥平

一立山駅

軋浅野 CSL金吉 (含む3年 9名 2年 2名

1年 1名)

榊 9η9f

今年は4パーティー出ることになりました。

*北海道パーティー  6泊 7日  8月上旬

L牧原 ヽ宮本 だ琳  吉原 老日 川本

上国 島日 本下 ガリ:|

十勝岳温泉一上ホロカメットクー十勝岳―

オブタテシケ山一トムラウシ山一適劇鵬一

白雲岳―旭岳一黒岳―層雲峡

。第 1回 トレーニング山行 6/24-25

富士写ケ岳 L小林 乳牧原

。第 2回 トレーニング山行  7月下旬

2泊 3日  L老田  市ノ瀬一月1山一

南竜一御前峰一房1当出合

*北アルプスパーティー 7泊 8日  8月上旬

L正善 SL橋本 浅野 」ヽ西 後藤 掛布

中野 村井

立山室堂一雷鳥平=剣岳一雄山一浄土山一

五色ケ原―葉師岳―黒轟 一三俣蓮華岳

―駄 岳―槍ケ岳一騰 温泉

・第 1回 トレーニング山行 6/17-18
口三方岳 LIEIヽ 橋本

。第 2回 トレーニング山1■  7月下旬

2泊 3日 L小西 男1当出合―南竜―御前峰

一大蜘峰一中宮道―中宮温泉

*南アルプスヨ曖ル ―ヾティー8泊 9日  8月上旬

L友野 SL金吉 西馬 自国 阪本 ミリアム

山崎 加藤

時 甲斐駒ケ岳一仙文文一北丈一rHlノ 岳

⇔農鳥岳一ヨ嚇響ll岳 一塩見岳=三伏峠一場 Il

・第 1回 トレーニング山行 6/2-25
大笠lL L金吉 SL友野

・第 2回 トレーニング山行 7月下旬

2泊 3日  L西田 男1当出合―南竜一御前峰

一人汝峰―加賀禅定適一一里野宙 ??
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*南アルプス紳 ―ヾテイー

10油11日  8月上旬

L鶴:I SL嚇17覇 輔 7i燎 論

黒須 高岩 糊‖

井,lT大無聞山,光岳―池El岳一黒沢山一

黒潤師岳一鰤 ―沢口山一寸又峡温泉

・第1回 トレーニング山行 7/1-2
鋤 。高尾山 L三浦 SLi却 II

。第 2回 トレーニング山行  7月下旬

3泊 4日 L岩倉 越後三山

そ の 他 の 予 定

*ヨ藝狂コ熟創司ヮンデリング 8/器―あ

冠岳・浄法寺山 (主宰 福井工業だつ

*小屋作業及び月見の宴  9/盟 -24

軋正善

*:冬ィ学者 |

*四回生追い出しコンパ

*適罷当曽

*1、  21老L崎

12月下旬

1月下旬

3月

3月 -4月

蕃 議 受 菩F葺義
`名 簿

*37期  4回生

福田 武志  金沢市天神町2-2-42

文―史   京都府京都市:L科区勧修寺業山3-258
山口 陽―  金沢市小立野3・2-21森ハイッ203
正一機   静岡県富士市今宮820-16

柴田 祐介  金沢市田上1-16TTハ ィム90_lol

経     愛知県西春日井郡西批把島町辰新田65
戸圏 良和  金沢市田井町182630M-1203
理―物理  愛知県額田部幸田町深溝下山村12-1

新堀 由佳  金沢市旭町3-12-5ハ イッIKKOH2 103
文―行   富山県富山市本郷町五区27-6

藤牧 康子  金沢市旭町2-6-26A Yコ ーポlo3

文―史   長野県長野市月中島町原1245-6

山本 英男  金沢市小立野1_2717ド ミール小立野102
エー機   神奈川県横須賀市公郷4-65-18

若山 悟   金沢市旭町3-9-1ア メニティ930
理―数   石り:1県輪島市小伊勢町下山下136-5

22-3240

075-592-8534

22-4844

0545-21-1077

32-8547

052-501-2203

33-0776

0564-62-5719

34-3121

0764-23-8669

32-8048

0262-98-2337

23-7384

0468-53-5498

32-9513

0768-22-6502

(呼)

(呼 )
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編 集 後 記

猛署の昨年とうってかわり、冷夏の予報か出ています。今年はどんな夏山になるでしょ
うん、

おかげ様で、多くのOBの情報が載る会報になってきました。この上半期例年になくニ

ユースがあふれ、多くの方々が災難に巻き込まれました。誰もがこれまでを振り返り、こ
れからを考みる機会となったようです。この会報もそんな時代の波に乗り、誌面で―
交換ぃ 考えていけるものになってくれれば一ひたすら、皆様からの返信と誌面参加をお

待ちしていま九

なかなか具体的な対策が講じられない遭難対策。今回は3期高島さんとその友人の寺崎
さんのご厚意で、貴重な遭難記を載せることができました。まずは遭難<防止>対策とい
うことで、生々 しい議 嚇 って下さい。                 1
表紙イ7不 卜:認lM7r● 敏さんにお願いしました。
秋のだ見の宴へのご参加を、心よりお待ち申し上げております。

鍵   舟田 節子)

OB会 報  
「

や ま ざ と 」
｀ 95夏 号

(3号 >
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